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経済企業委員会会議録 

 

令和７年１１月６日 木曜日 

  午前１０時００分開議 

  午後 １時３０分閉議（実時間１５２分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第９３号・令和６年度八代市一般会計

歳入歳出決算（関係分） 

１．議案第９９号・令和６年度八代市久連子財

産区特別会計歳入歳出決算 

１．議案第１００号・令和６年度八代市椎原財

産区特別会計歳入歳出決算 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  谷 口   徹 君 

副委員長  友 枝 和 也 君 

委  員  小 川 貴 史 君 

委  員  北 園 武 広 君 

委  員  髙 山 正 夫 君 

 

※欠席委員  成 松 由紀夫 君 

       山 本 幸 廣 君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 監査委員       野々口 正 治 君 

 会計管理者兼会計課長 加 来 康 弘 君 

 農林水産部長     豊 田 浩 史 君 

  農林水産部次長   稲 田 忠 征 君 

  フードバレー推進課長  大 谷 栄 樹 君 

  農業振興課長    野 田 良 晴 君 

  農林水産政策課長  西 村 新 吾 君 

  水産林務課長    福 浦 亮 二 君 
 
  水産林務課主幹兼 
            亀 井 真由美 君 
  水産係長 
 

  農地整備課長    蓑 星 博 之 君 

 経済文化交流部長   濱 田 浩 介 君 

  経済文化交流部次長  緒 方   浩 君 

  港湾・クルーズ振興課長  髙 田 剛 志 君 

  商工政策課長    松 本   豊 君 

  観光振興課長    押 方 保 樹 君 

                              

○記録担当書記     小 谷   匠 君 
 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（谷口 徹君） 皆さん、おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）定刻になりました。定足数にも達してま

すので、ただいまから経済企業委員会を開会い

たします。 

 本日は、当委員会に付託されました決算議案

につきまして、閉会中審査を行うことといたし

ております。 

 それでは、審査に入ります前に、決算審査の

進め方について御説明いたします。 

 まず、審査方法についてですが、１０月２８

日の本委員会でも報告いたしましたが、まず一

般会計決算の歳出及び各特別会計決算の歳出の

審査については、令和６年度における主要な施

策の成果に関する調書に基づいて、また、各特

別会計の歳入の審査については、令和６年度八

代市特別会計歳入歳出決算書に基づいて説明を

聴取し、監査委員からの審査意見書も含めたと

ころで質疑を行うことといたしております。ま

た、審査の流れといたしましては、それぞれの

決算ごとに質疑、討論、採決を行う予定として

おります。そのほかの審査方法については、タ

ブレット端末に格納しております資料に基づい

て進めさせていただきますので、よろしくお願

いいたします。 

 次に、審査日程についてですが、事前に配付

いたしております日程表のとおり、審査の進行

によっては予定している審査項目を１１月１２
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日水曜日の予備日に繰り越すことも考えられま

す。 

 以上、本委員会の審査がスムーズに進みます

よう、委員の皆様方の御協力をお願いいたしま

す。 

                              

◎議案第９３号・令和６年度八代市一般会計歳

入歳出決算（関係分） 

○委員長（谷口 徹君） それでは、本委員会

に付託されております決算議案３件の審査に入

ります。 

 まず、議案第９３号・令和６年度八代市一般

会計歳入歳出決算中、当委員会関係分を議題と

し、歳出の第５款・農林水産業費及び第１０

款・災害復旧費中農林水産部関係分について説

明を願います。 

○農林水産部長（豊田浩史君） 皆さん、おは

ようございます。（｢おはようございます」と

呼ぶ者あり）農林水産部、豊田です。 

 それでは、議案第９３号・令和６年度八代市

一般会計歳入歳出決算のうち、令和２年７月豪

雨災害関係分を除きます第５款・農林水産業費

及び第１０款・災害復旧費につきまして、全体

的な総括をさせていただきます。 

 着座にて失礼いたします。 

○委員長（谷口 徹君） どうぞ。 

○農林水産部長（豊田浩史君） まず、第５

款・農林水産業費につきまして、令和６年度の

事業執行に当たりましては、第２次八代市総合

計画第２期基本計画における重点戦略に掲げま

す稼げる農林水産業の実現のため、国や県の補

助事業等を活用しながら農林水産業のデジタル

化へチャレンジする人や企業の支援及びフード

バレーやつしろの推進など、５つの重点施策を

組織目標に掲げ、各種事業に取り組んだところ

でございます。 

 まず、重点施策の１つ目、農林水産業のデジ

タル化へチャレンジする人や企業の支援では、

生産性の向上や作業の省力化を図るため、デジ

タル技術の活用に取り組む農林漁業者を支援す

ることで、スマート農林水産業の推進と稼げる

農林水産業の実現を目指しました。 

 農業におきましては、令和４年度から取り組

んでおりますスマート農業やつしろ☆未来創生

会議に参画する意欲ある若手農業者１７名によ

るリビングラボを開催し、省力化を目指した労

務管理システムの運用や、マッチングアプリを

活用した担い手確保、ＳＮＳを活用した本市農

業の魅力発信などの取組を実施しました。 

 林業におきましては、苗木や資材の運搬作業

の省力化と効率化を目指した大型ドローン活用

の推進や、携帯電話通信圏外においてもＩＣＴ

機器が利用できるよう遠距離通信システムを導

入し、泉・東陽地区での林業従事者の通信手段

を確保し、作業の安全・安心を図りました。 

 水産業におきましては、漁獲量が激減してい

るアサリの漁獲量の拡大と漁業収益の向上を図

るために、３か年計画で取り組むアサリ漁業Ｖ

字回復事業の２年目で、アサリの垂下式育成に

関する実証と敵地診断に向けた環境データ収集、

アサリ食味などの産地別特性の明確化による八

代産アサリのブランド化に向けた試験販売やプ

ロモーションに取り組みました。 

 重点施策２つ目の女性農業者を含む新たな担

い手の確保・育成を推進では、新規就農５年以

内の若年就農者２８名を対象に、営農支援員に

よる延べ７２２回の巡回訪問を行い、経営改善

に向けた助言等を行っております。また、女性

の農業経営者を講師に招き、地域循環型農業講

座などの研修会を開催することで、女性の経営

参画を促進しました。 

 林業におきましては、やつしろ山づくり推進

協議会を実施主体として、新規就業者への防護

服等の支援や、高校生によるＳＤＧｓの取組支

援などを実施いたしました。 

 重点施策３つ目のフードバレーやつしろの推
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進では、国内、海外のマーケティングアドバイ

ザーや新商品開発アドバイザーと連携しながら、

事業者訪問や商談会での本市の農林水産物や加

工品の販路拡大・開拓に取り組みました。また、

輸出促進としまして、シンガポールでの八代産

品のテストマーケティングや香港での晩白柚プ

ロモーションに併せた八代産品の販促活動や現

地バイヤーとの商談会を実施しました。 

 重点施策４つ目の八代産畳表の需要拡大では、

八代産畳表の認知度向上と需要の拡大を図るた

め、畳スピーカーを活用した音響メーカーや住

宅メーカーなど企業との連携やメディアへの露

出により、畳の認知と新たな活用についてＰＲ

を行いました。 

 また、クルーズ船寄港時やくまもとモン×博

多大丸ジャック、東急プラザ原宿ハラカドなど

においても八代産イグサ・畳表のＰＲ活動を実

施しております。 

 重点施策５つ目の観光農園などの地域資源を

いかした地域づくりの支援では、収穫体験コー

ディネーターと連携し、八代産農産物の収穫体

験等を観光素材として商品化するための事業者

向けセミナーの開催、個別訪問による現地調査

や商品化への整備の在り方などの助言を行い、

モニターツアーの実施を経て商品化への磨き上

げを行いました。 

 重点施策以外の取組としまして、中山間地域

等直接支払や山村活性化支援対策、多面的機能

支援支払交付金事業など集落活動への支援。市

内一円土地改整備良事業や農業水路等長寿命

化・防災減災事業など、農業生産基盤の整備と

適切な維持管理に努め、さらには、コロナ禍以

降の物価高騰による生産資材や燃油高騰などへ

の対策として、国の重点交付金を活用し、肥料

や配合飼料、施設園芸等の燃油、畳表たて糸な

どの価格高騰対策を実施するなど、農業生産と

経営の安定に取り組みました。 

 次に、第１０款・災害復旧費につきましては、

令和２年７月豪雨災害を除く通常分の災害復旧

費は、まず林道施設災害復旧費では、令和４年

９月の台風１４号及び令和５年７月大雨による

林道施設災害復旧工事や設計委託、もろもろの

修繕を実施しております。 

 また、農業施設災害復旧事業では、令和６年

６月２１日からの梅雨前線豪雨により、麓川に

流入した土砂の撤去を行っております。 

 農林水産部におきましては、重点施策への集

中的取組と掲げた組織目標を達成するため、ま

ずもって農林水産業の生産と経営の安定を第一

に考え、継続した事業の着実な実施に取り組む

とともに、将来を見据えた新たな政策課題にも

柔軟に対応しながら、事業の進捗と予算の着実

な執行に努めたところでございます。 

 以上で、第５款・農林水産業費、第１０款・

災害復旧費に係る総括とさせていただきます。 

 なお、各事業の詳細につきましては、稲田農

林水産部次長より説明いたしますので、御審議

のほどよろしくお願いいたします。 

○農林水産部次長（稲田忠征君） おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）農林水産部の稲田でございます。よろし

くお願いいたします。 

 それでは、議案第９３号・八代市一般会計歳

入歳出決算のうち、令和２年７月豪雨災害関連

除く農林水産部所管分につきまして御説明いた

します。 

 失礼して、着座にて説明をさせていただきま

す。 

○委員長（谷口 徹君） どうぞ。 

○農林水産部次長（稲田忠征君） 説明は、ま

ず令和６年度における主要な施策の成果に関す

る調書（その１）を用いて、事業の内容、決算

額、特定財源、主な不用額及び今後の方向性の

順に説明し、その後、八代市一般会計歳入歳出

決算書を用いて主な流用額を説明させていただ

きます。 
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 それでは、第５款・農林水産業費の主な事業

について説明いたします。 

 主要な施策の成果に関する調書６５ページを

お願いいたします。 

 下段の令和６年奥能登豪雨支援事業（置き畳）

は、令和６年能登半島地震の際、支援物資とし

て置き畳を提供した石川県珠洲市が、昨年９月

に発生しました令和６年奥能登半島豪雨におい

ても再度甚大な被害を受け、置き畳の支援要請

があったことから、氷川町と連携し、ＪＡやつ

しろの協力を得て、八代産畳表を使用した半畳

の置き畳約１０００枚を支援物資として提供し

たものでございます。内訳は、八代市６４８枚、

氷川町３６０枚となっております。 

 決算額６８６万２０００円は、置き畳購入費

６２９万７０００円、現地までの運搬料３８万

４０００円や、避難所への配布を職員が行って

おりますので、その際の旅費１６万３０００円

などが主なものでございます。 

 ６６ページをお願いいたします。 

 下段のい業振興対策事業は、決算額２９３３

万８０００円となっております。 

 主なものを申しますと、熊本県いぐさ・畳表

活性化連絡協議会への負担金１４０万１０００

円のほか、畳表張替え促進事業補助金として、

市内に所在する一般住宅または観光関連施設に

おいて、八代産畳表の張り替えを行う際、１畳

当たり１０００円、上限額は一般住宅の場合１

万６０００円、観光関連施設の場合１１万円を

上限に助成をしております。 

 令和６年度は一般住宅３３２件、３６１９枚

分、観光関連施設４件、７５枚分の３６９万４

０００円を助成しております。 

 次に、市有施設畳表張替え促進事業として、

五家荘自然塾やさかもと温泉センターなど５施

設１２５畳分の張り替えを行い、１００万６０

００円を支出しております。 

 また、い業機械再生支援事業補助金として、

市内在住のイグサ・畳表生産者などが使用する

ハーベスタや織機、苗堀取機など専用機械の修

理、再生に要する費用に対して修繕費用の２分

の１以内、上限額はハーベスタ、乾燥機、移植

機、織機の４機種については２０万円、その他

の機械については１０万円を上限に助成を行っ

ており、令和６年度は１４５件、２０１８万６

０００円を助成しております。 

 特定財源は、ふるさと八代元気づくり応援基

金繰入金１１０９万９０００円と、農林水産業

費寄附金５万２０００円を財源としております。 

 不用額の１０６７万５０００円の主なものは、

い業機械再生支援事業において、補助申請の取

りやめや、実績による補助金の減によるもので

す。 

 今後の方向性としましては、市による実施

（現行どおり）としております。 

 畳表張替え促進事業補助金では、令和６年度

から観光関連施設についても対象施設とし、い

業機械再生支援事業補助金においても、ハーベ

スタ、乾燥機、移植機、織機の４機種について

補助上限額を引き上げるなど拡充を図っており、

引き続きイ業の振興と産地の維持存続に取り組

んでまいります。 

 ６７ページをお願いいたします。 

 上段の八代市農地集積対策事業は、農地を購

入するか、あるいは新規に５年以上の賃借権を

設定して、申請年度の２年前と比較し規模拡大

を行った農業者に対して、機械などの導入経費

の２分の１以内を補助するものです。上限額は、

規模拡大面積が０.５ヘクタール以上１ヘクタ

ール未満の場合は５０万円、１ヘクタール以上

の場合は１００万円となっております。 

 決算額は１５００万円で、１７戸の農業者が

１９.１ヘクタールの農地集積に取り組まれて

おります。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしております。 
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 本市の担い手の農地集積率は令和６年度末で

７８.１％と、国の目標値である８０％に若干

届いていないことから、今後とも担い手への農

地集積を促進し、農業の効率化や規模拡大につ

なげてまいります。 

 下段の営農支援事業は、営農支援員を配置し、

新規就農者をはじめ経営課題を抱える農業者へ

の指導、支援を行うものです。 

 決算額は３７９万７０００円で、営農支援員

１名分の賃金、社会保険料などとなっておりま

す。 

 主に、就農希望者や新規就農者の就農計画の

策定や栽培技術の指導、認定農業者などの経営

改善相談、各種補助事業の計画策定などの支援

業務に当たっており、主な実績は訪問指導７２

２回、新規就農の相談対応６９回などとなって

おります。 

 特定財源は、県支出金１５０万円でございま

す。 

 なお、不用額３２２万６０００円の主なもの

は、当初２名の営農支援員の配置を予定してお

りましたが、令和５年度末で１名の支援員が退

職され、新たに支援員の募集を行いましたが応

募がなかったため、１名減となったことによる

ものです。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしております。 

 令和７年度は、昨年度の１名体制から２名体

制となっておりますが、新規就農者へのフォロ

ーをさらに充実させる必要があることから、営

農支援員の増員に向けて努めてまいります。 

 ６８ページをお願いいたします。 

 下段のフードバレー輸出促進事業（地方創生）

は、台湾や香港、シンガポールでのテストマー

ケティングによるニーズの把握や、海外バイヤ

ーとの商談会等による販売促進活動を通して、

市内事業者の海外展開、販路開拓・拡大の取組

を支援し、農林水産物をはじめとした八代産品

の輸出拡大を図るものです。 

 令和６年度は、台湾・台北市で開催された台

北国際観光博覧会や、香港における晩白柚フェ

アでのプロモーションをはじめ、シンガポール

でのテストマーケティング、海外向けデジタル

セールスなど、海外販路の開拓に取り組んでお

ります。 

 決算額は１７２２万７０００円で、台湾やシ

ンガポールへの職員旅費１４９万３０００円、

海外販路拡大アドバイザー委託１８０万５００

０円、くまもと県南フードバレーフェアＩＮ台

湾基隆市の開催経費８０４万１０００円、輸出

相手国ニーズ調査業務委託１４９万９０００円、

八代産品テストマーケティング支援事業業務委

託１８０万円、熊本県やつしろ晩白柚ブランド

推進協議会負担金１２１万６０００円が主なも

のでございます。 

 特定財源は、国のデジタル田園都市国家構想

交付金７７９万６０００円でございます。 

 今後の方向性としまして、市による実施、現

行どおりとしております。 

 令和６年度より新たな海外市場の販路開拓・

販路拡大を目的として、シンガポールにおいて

テストマーケティング等を実施しております。

今後も引き続き、各種事業に加え、意欲ある事

業者の輸出に向けた取組を支援するための事業

を行うこととしております。 

 ６９ページをお願いいたします。 

 下段の収穫体験事業は、八代の豊かな農林水

産物を観光資源と捉え、収穫体験などを提供す

る仕組みを整備し、地域のにぎわいと農林水産

業の活発な事業展開を図るものです。 

 決算額は７０万７０００円で、収穫体験事業

に関するコーディネーター業務委託５０万円、

八代市収穫体験等事業補助金２０万７０００円

で、実施事業者向けセミナーの開催やモニター

ツアーの実施、収穫体験事業を行う際に必要と

なる案内看板やのぼり旗の作成に対する補助な



 

－6－

どを行っております。 

 特定財源は、ふるさと八代元気づくり応援基

金繰入金３５万３０００円、平成２８年熊本地

震復興基金繰入金３５万４０００円を財源とし

ております。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としています。 

 収穫体験利用者数は順調に推移しており、令

和６年度は延べ３５２人の参加がありました。

今後も引き続き、事業者向けのセミナーや戸別

訪問、事業実施に必要な経費の支援を行うこと

により、新規事業者の育成や自走化の推進に取

り組んでまいります。 

 ７０ページをお願いいたします。 

 上段の八代産畳表認知向上・需要拡大推進事

業では、本市のイ産業の活性化及び畳文化の保

護と継承を図るため、官民が一体となって設立

した八代産畳表認知向上・需要拡大推進協議会

が実施する八代産畳表の全国的なＰＲ活動を円

滑に展開するよう支援を行っております。 

 令和６年度は、畳や畳空間そのものの魅力を

高め、畳の可能性をひらくというコンセプトの

下で開発された畳から音と振動が発生する畳ス

ピーカーを商品化し、プレス向け体験会の開催

や県内外の展示会への出展、東京にあります銭

湯の休憩施設への同商品の常設設置など、ＰＲ

事業を行っております。 

 決算額は、同協議会の負担金１３７７万円で、

特定財源として企業版ふるさと納税寄附金３０

０万円、ふるさと八代元気づくり応援基金繰入

金７１８万円を財源としております。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしております。 

 今後は、畳スピーカーの販売促進にも重きを

置き、展示会や商談会に出展し販路拡大を図る

とともに、ハウスメーカー等に対して和の空間

として採用されるよう建築士等に対するＰＲ、

さらに一般市民やインバウンド向けのＰＲ活動

を実施し、八代産畳表の認知度向上と需要拡大

を図る取組を行ってまいります。 

 ７１ページをお願いいたします。 

 上段の新規就農者育成総合対策事業では、次

世代を担う農業者となることを志す認定新規就

農者を対象とした支援を行っております。 

 決算額は２２５０万円で、経営開始資金では

経営が不安定な就農初期段階の認定新規就農者

に対して年間１５０万円を３年間、夫婦での就

農の場合はその１.５倍の経営資金を助成して

おり、交付対象者６経営体１０人に対して７５

０万円を助成しております。 

 経営発展支援事業では、経営発展のための機

械・施設などの購入に対して、親元就農を含め

て最大な７５０万円を支援しており、鉄骨ハウ

ス等の整備をした２件について１５００万円を

助成しております。 

 なお、特定財源は全額県支出金としておりま

す。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしております。 

 農業従事者が減少する中、次世代を担う農業

者の確保は重要であり、本事業を活用しながら

担い手の確保を図ってまいります。 

 ７２ページをお願いいたします。 

 上段のスマート農業推進事業（地方創生）は、

国のデジタル田園都市国家構想交付金を活用し

て、農作業の負担軽減や効率化につながるスマ

ート農業技術の確立や、稼げる生産・販売体系

の構築をデジタル技術などを実現することを目

的に、令和４年度から６年度までの３か年計画

で実施したものです。 

 決算額は２１０２万７０００円で、内訳は事

業の推進母体であるスマート農業やつしろ☆未

来創生会議への負担金として１９９５万円、ス

マート農業技術先進事例調査研究費補助金とし

て、若手農業者のグループが先進事例を視察す

る際の旅費に対する補助７万７０００円、また、
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八代市担い手育成研修事業費補助金として、八

代市担い手育成総合支援協議会が実施主体とな

って開催する八代農業塾を活用して、若手・女

性農業者などを対象としたスマート農業技術へ

の理解を深めるために開催したスマート農業特

別講座への補助１００万円でございます。 

 なお、特定財源として、国のデジタル田園都

市国家構想交付金１０５１万３０００円を財源

として実施した事業で、令和６年度で完了して

おります。 

 ７３ページをお願いいたします。 

 下段の強い農業づくり支援事業は、生産から

出荷・販売までの総合的な強い農業づくりを推

進するため、農産物の高品質、高付加価値化、

低コスト化及び食品流通の効率化・合理化など

の取組に対して、事業費の２分の１以内で支援

するものです。 

 決算額８２２８万５０００円は、令和５年度

からの繰越分で、株式会社山田ファームが整備

するレタスやトレビスの集出荷貯蔵施設に対し

て補助を行っております。 

 また、八代地域農業協同組合が整備するトマ

ト類の集出荷貯蔵施設分７億８８４８万２００

０円、Ｒ７角鋼管ハウス生産管理組合ほか２生

産管理組合が整備する低コスト耐候性ハウス分

４億９５３３万５０００円につきましては、年

度内の完了が困難なことから、やむを得ず令和

７年度への繰越しとしております。 

 特定財源は、全額県支出金でございます。 

 なお、不用額３億４７１３万４０００円は、

八代地域農業協同組合が整備します集出荷貯蔵

施設分の入札残による補助金の減によるもので

ございます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしております。 

 この補助金を活用することで、施設の整備な

どによる産地の収益力強化や合理化を図ること

ができるため、農業者の要望を把握しながら、

引き続き事業実施に向けた支援を行ってまいり

ます。 

 ７４ページをお願いいたします。 

 下段の産地生産基盤パワーアップ事業は、水

田、畑作、野菜、果樹などの意欲ある農業者が

産地パワーアップ計画に基づき、高収益な作

物・栽培体系への転換を図るための取組を支援

するもので、育苗や乾燥調製、集出荷貯蔵など

の施設整備、農業用の機械や資材などの導入に

対して、事業費の２分の１以内で支援するもの

です。 

 決算額は３億６３９５万６０００円で、農事

組合法人八協連が整備するミニトマトの集出荷

貯蔵施設に対して補助をしております。 

 特定財源は、全額県支出金でございます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしております。 

 この補助金を活用することで、施設整備、機

械導入など、高収益化への取組や経営基盤の強

化を図ることができるため、農業者の要望を把

握しながら事業実施に向けた支援を行ってまい

ります。 

 ７５ページをお願いいたします。 

 下段の攻めの園芸生産対策事業は、園芸作物

の生産力を強化し、国内外との競争に打ち勝ち、

気象災害に負けない産地づくりを行うため、販

売価格・生産量・出荷量の増大や生産経費の削

減に向けた取組を支援するもので、収量向上施

設、病害虫防除施設、耐風性ハウスの導入など

に対して事業費の３分の１以内で支援をするも

のでございます。 

 決算額は１０３２万９０００円で、八代地域

農業協同組合園芸部会が整備する谷自動換気施

設の導入に５９８万３０００円、自動内張開閉

装置の導入に１２２万６０００円、炭酸ガス発

生装置の導入に１５３万４０００円、養液潅水

施設の導入に１５８万６０００円を補助してお

ります。 
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 特定財源は、全額県支出金でございます。 

 不用額１２６１万６０００円は、事業取下げ

や入札残による補助金の減によるものでござい

ます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしております。 

 本事業は、国庫補助事業の採択基準を満たさ

ない施設・機械の導入に対しても実施可能で、

細やかな対応ができることから、農業者の要望

を把握しながら、引き続き事業実施に向けて支

援を行ってまいります。 

 ７７ページをお願いいたします。 

 上段の施設園芸燃油価格高騰対策支援事業

（重点交付金）は令和５年度からの繰越事業で、

燃油価格の高騰による施設園芸農家の負担を軽

減するため、燃油等の購入に係る経費の一部を

補助するものでございます。令和５年９月１日

から６年３月３１日の間において、施設園芸の

加温のために購入した燃油等に対して、Ａ重油

及び灯油は１リットル当たり、ＬＰガスは１キ

ログラム当たりそれぞれ５円を補助しておりま

す。 

 決算額は、１億１５３８万６０００円で、５

４７件の補助金１億１５３４万４０００円が主

なものでございます。 

 全額国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時

交付金を財源として実施した事業で、令和６年

度で完了しております。 

 ７８ページをお願いいたします。 

 下段の県営土地改良事業負担金事業は、県営

の土地改良事業における負担金を支出するもの

です。老朽化した排水機場の更新や農地海岸保

全、農地・用排水路・農道などの整備を行って

おり、市は負担割合基準いわゆるガイドライン

に基づき、５％から２５％を支出しております。 

 決算額は１億５４８４万７０００円で、経営

体育成基盤整備事業３地区３１９２万円、県営

かんがい排水事業２地区７１９３万円、県営海

岸保全事業３地区３２７９万７０００円、県営

湛水防除事業１地区１８２０万円の負担金とな

っております。 

 特定財源は、地方債１億４６７０万円でござ

います。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしております。 

 この事業は、単に農業基盤の整備にとどまら

ず、市民生活にも大きく関わり重要性も高いこ

とから、引き続き県と連携を図り、優先順位を

考慮しながら計画的に事業を推進するとともに、

国に対しても予算の確保と拡大を要望してまい

ります。 

 ７９ページをお願いいたします。 

 上段の多面的機能支払交付金事業は、国土保

全や水資源の涵養、自然環境の保全など、農

業・農村が持つ多面的な機能を維持、発揮する

ため、農業者ばかりでなく地域住民なども参加

して、農地や農業用水路などの地域資源の維持

管理を共同で行う活動組織に対して支援を行う

ものです。 

 決算額は２億６１２６万１０００円で、水路

の草刈りや泥上げ、農道の路面維持といった基

礎的な保全活動を行う２９組織に対して、農地

維持支払交付金を１億１６９５万３０００円、

施設の軽微な補修や景観形成などの保全活動を

行う１３組織に対して、資源向上支払交付金

（共同活動）を５３３２万８０００円、農道の

舗装化や土水路からコンクリート水路への更新

といった長寿命化の保全活動を行う８組織に対

して、資源向上支払交付金（長寿命化）を９０

５１万９０００円交付しております。 

 特定財源は、県支出金１億９６０６万１００

０円でございます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしております。 

 近年、農村地域の過疎化や高齢化などにより

集落機能が低下してきており、多面的機能の維
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持・発揮や農地、水路、農道などの地域資源の

保全管理に支障が生じつつありますことから、

各組織での活動が円滑に行えるよう継続して支

援を行い、地域資源の保全管理を推進し、農業

の有する多面的機能が適切に維持・発揮される

よう支援してまいります。 

 ８０ページをお願いいたします。 

 上段の市内一円土地改良整備事業では、主に

各校区から上がってまいります排水路や農道の

整備などの要望に対応するため、緊急性や必要

性を踏まえ、整備箇所を選定して工事を行って

おります。 

 決算額は１億７１４４万６０００円で、農業

施設の修繕、平山新町農道ほか４８件１４７４

万３０００円、非補助土地改良融資事業測量設

計委託、敷川内町農道ほか２件１７７８万３０

００円、排水路改修工事、東片町排水路ほか２

８件５６０２万７０００円、道路・農道改良工

事、植柳下町農道ほか７件３６７６万２０００

円などが主なものとなっております。 

 なお、繰越分の２４４万５０００円は団体営

土地改良事業補助金で、令和５年度から繰り越

して執行したものでございます。 

 特定財源は、県支出金７４万円、地方債が翌

年度への繰越分２２０万円を含め５６３０万円

で、その他の特定財源として農業振興費寄附金

３０万円を財源としております。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしております。 

 多くの校区からの要望が寄せられているとこ

ろであり、緊急性、必要性を精査し、限られた

予算の範囲内で効率的に事業を推進してまいり

ます。 

 ８１ページをお願いいたします。 

 下段の地籍調査事業は、国土調査法に基づき

実施される土地に関する基礎的な調査で、土地

の一筆ごとの土地所有者や地番、地目を調査し、

地籍簿と地籍図を作成して法務局へ送付してお

ります。 

 決算額は１億８８０２万円で、現年度分とし

て東陽町南の一部の測量業務委託など１０１７

万５０００円、令和５年度からの繰越分として

横手新町の全部、日置町、西片町、横手町、井

上町の各一部、東陽町南の一部、泉町久連子の

全部及び椎原、柿迫の各一部の測量業務委託１

億５５１７万３０００円が主なものとなってお

ります。 

 なお、令和６年度末での事業進捗率は市全体

６６.１８％と、前年度比プラス１.０４％とな

っております。 

 特定財源は、県支出金１億２９０５万９００

０円で、内訳が現年度分８４３万２０００円、

繰越分１億２０６２万７０００円となっており

ます。 

 翌年度への繰越額７２３４万円は、国の補正

予算による事業計画の前倒しであり、年度内の

完了が困難でありましたことから繰り越したも

のでございます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしております。 

 山間地での地籍調査では、土地所有者の高齢

化により立会い確認時の負担が大きいことから、

リモートセンシング技術など新たな効率的な手

法も活用しながら、事業の進捗を図ってまいり

ます。 

 ８２ページをお願いいたします。 

 上段の森林経営管理事業は、林業の成長産業

化と森林資源の適切な管理を行うため、森林環

境譲与税を財源として、森林所有者への今後の

経営管理に関する意向調査をはじめ、間伐や人

材育成・担い手の確保、林道・作業道の維持管

理など、林業が抱える課題に広く取り組むもの

です。 

 決算額は４３９１万３０００円で、主なもの

といたしまして二見野田崎町作業道など１０件

の作業道の修繕費４９３万９０００円、坂本地
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区や東陽地区、泉地区の森林所有者への意向調

査・現況調査委託１４２２万８０００円、やつ

しろの山づくり推進協議会への運営費補助金７

９１万１０００円、森林組合等が実施します森

林作業道などの基盤整備事業に対する補助金１

１８６万３０００円などとなっております。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

規模拡充としております。 

 今後とも、森林所有者への意向調査を継続し

て実施するとともに、森林整備、担い手対策な

ど、直面する課題解決に向け、さらに取り組ん

でいくとともに、ＩＣＴなどの最新技術を活用

した森林作業の省力化など、効率的な林業経営

を進めてまいります。 

 下段の有害鳥獣被害対策事業は、近年、深刻

化している有害鳥獣による農林産物の被害防止

を図るもので、本市においては平成２４年度か

ら鳥獣被害対策実施隊を設置し、鳥獣被害防止

計画に基づき捕獲を実施しております。 

 決算額４１１１万８０００円で、本市非常勤

職員である実施隊員１６０人分の活動に対する

報酬２７１万１０００円や、有害鳥獣緊急捕獲

事業委託料３１２万８０００円、ハンター保険

料及び鳥類捕獲活動に要する経費を助成する有

害鳥獣捕獲対策助成金１３０万８０００円、ま

た、鹿等の捕獲に要する経費を補助する有害鳥

獣緊急捕獲事業補助金３３８９万７０００円が

主なものとなっております。 

 特定財源は、県支出金２０７２万円でござい

ます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしております。 

 鹿や鳥類などの有害鳥獣による被害が依然と

して大きいことから、今後も効果的な捕獲活動

を実施し、農林産物の被害防止を図ってまいり

ます。 

 少し飛びまして、８６ページをお願いいたし

ます。 

 下段のアサリ漁業Ｖ字回復事業は、国のデジ

タル田園都市国家構想交付金を財源として行う

事業で、本市水産業の要であるアサリを対象と

して、デジタル技術を活用し、漁獲量の拡大と

漁業収益の向上を図る令和５年度から７年度ま

での３か年の取組でございます。 

 事業主体は八代漁協、市で構成する八代うま

かアサリ研究会で、令和６年度はアサリの垂下

式育成の実証試験や、八代産アサリのブランド

化に向けた試験販売などを実施しております。 

 決算額は１５１８万６０００円で、八代うま

かアサリ研究会への負担金となっております。 

 特定財源は、国のデジタル田園都市国家構想

交付金７５９万３０００円でございます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしており、最終年度の令和７年度

は前年度の課題を踏まえ、さらなる実証試験や

ブランドアサリの定着を図ることで、アサリ漁

獲量の拡大と漁業収益の向上を目指し、あわせ

て管内他漁協への取組の横展開を進めてまいり

ます。 

 続きまして、第１０款・災害復旧費のうち、

令和２年７月豪雨災害を除く災害復旧事業につ

いて説明させていただきます。 

 １３２ページをお願いいたします。 

 上段の林道施設災害復旧事業は、自然災害に

より被害を受けた林道の災害復旧を図るもので、

そのうち令和２年７月豪雨災害を除く通常分は、

令和４年９月の台風１４号、令和６年７月の梅

雨前線豪雨、令和６年９月の豪雨により被災し

た林道の災害復旧に要した経費などでございま

す。 

 決算額は１億９０４０万７０００円で、現年

度分として令和６年７月の梅雨前線豪雨及び令

和６年９月の豪雨で被災した坂本町管内の林道

小災害の修繕９件７９４万２０００円や、久連

子椎原線などの測量設計委託４件１９５０万６

０００円の合わせて２７４４万８０００円、令
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和４年台風１４号で被災した林道菊池人吉線な

どの復旧工事６件８４８５万９０００円、令和

５年度からの繰越明許費分として、同じく令和

４年災害の福根線１号箇所などの災害復旧工事

４件７８１０万円を実施しております。 

 特定財源は、現年度分として県支出金８５１

０万６０００円、地方債１８２０万円、繰越明

許費分として県支出金７４２７万７０００円、

地方債１５０万円でございます。 

 不用額の３９２６万２０００円のうち、通常

分は３２８０万７０００円ですが、これは令和

４年災害の林道久連子椎原線が工事施工中に令

和６年９月豪雨により拡大崩壊し、崩壊面の上

部を県営治山事業で実施することとなったこと

に伴い、令和６年度での実施を中止し、県営治

山事業が完了した後に実施することとなったこ

とが主な要因でございます。 

 なお、翌年度への繰越明許費１億２５２９万

８０００円は、令和４年災害の菊池人吉線２件

及び一本樫線１件、久連子椎原線１件の計４件

に係る工事請負費でございます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしており、引き続き被災した林道

の早期復旧に努めてまいります。 

 続きまして、決算書を用いまして主な流用を

説明させていただきます。 

 決算書の１４０、１４１ページをお願いいた

します。 

 款５・農林水産業費、項１・農業費、目８・

農地費で、備考欄の下から２段目に記載の３０

８万円の流用は、八代南部排水機場１号ポンプ

のメーカー点検時に、内部から金属同士の接触

音が確認されたことから、原因究明のため調査

を行う際、委託料の不足が生じ、節１４・工事

請負費から節１２・委託料へ流用しております。 

 同じく、備考欄下段に記載の１０２７万７０

００円の流用は、出水期における排水機場の運

転時間の増加と燃油価格の高騰により、排水機

場の燃料費及び電気料に不足が生じ、節１８・

負担金補助及び交付金から節１０・需用費の燃

料費、電気料へ流用を行っております。 

 次に、１４４、１４５ページをお願いいたし

ます。 

 款５・農林水産業費、項２・林業費、目４・

林道新設改良費で、備考欄下段に記載の１３４

万８０００円の流用は、道整備交付金事業で、

林道深見線など４路線の舗装・改良工事におい

て、補助対象経費の範囲内でさらに事業の進捗

を図るため、節１２・委託料から節１４・工事

請負費へ流用をしております。 

 以上が、農林水産部関係分の令和６年度決算

の説明となります。御審議のほど、よろしくお

願いいたします。 

○委員長（谷口 徹君） お疲れさまでした。 

 それでは、以上の部分について質疑を行いま

す。 

 質疑はありませんか。 

○委員（髙山正夫君） 成果に関する調書の７

０ページ、畳表認知向上・需要拡大推進事業な

んですが、この委員さんがいらっしゃったと思

うんですけど、委員構成はどういう形だったで

すかね、行政が何人とか。お願いいたします。 

○フードバレー推進課長（大谷栄樹君） フー

ドバレー推進課、大谷でございます。 

 構成団体といたしましては、山中産業株式会

社、八代地域農業協同組合、大建工業株式会社、

熊本県県南広域本部、西松建設株式会社、あと

氷川町、八代市、そして畳でおもてなしプロジ

ェクト実行委員会でございます。 

○委員（髙山正夫君） 今後の方向性は、市に

よる実施、現行どおりなんですが、されたその

成果というのが、全然私、実感せんとですけど

も、その辺りはいかがでしょうか。 

○フードバレー推進課長（大谷栄樹君） 成果

につきましてでございますけれども、本協議会

におきましては、畳表の需要拡大に向けて、広
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く広報・ＰＲをするというのが目的でございま

す。畳スピーカー等を用いまして、広報活動を

行っております。 

 宣伝広告費に換算いたしますと、かなりの金

額が出ていると事務局としては思っております。

畳スピーカーにおきましても、販売することが

目的ではなくて、畳を使ったいろんな取組がで

きるということを幅広く消費者、ハウスメーカ

ー等に周知していくことが大事かと思っており

ますので、一定の効果は出ていると思っており

ます。 

○委員長（谷口 徹君） よろしいですか。 

○委員（髙山正夫君） はい、意見……。 

○委員長（谷口 徹君） 意見はまた後で。 

○委員（小川貴史君） 八代産畳表認知向上に

関する件なんですけども、これは今お答えいた

だいたということで、ＰＲが主な事業というこ

となんですが、結局これはＰＲしたことで、ど

れだけイグサや畳表の需要が増えたかというこ

とは、数値で表すことはできないということで

受け取っていいんでしょうか。 

○フードバレー推進課長（大谷栄樹君） 需要

の拡大につきましては、実際に販売額がどれほ

ど伸びたというのは、このＰＲ事業でどれだけ

が出たというのは正直分かりません。ただし、

この畳表を、広く、新たな取組、新たな活用方

法を示していくことが、今後の需要の拡大につ

ながるということは思っておりますので、ＰＲ

については必要なことだと思っております。 

○委員長（谷口 徹君） 小川委員、よろしい

でしょうか。 

 ほかにございませんか。 

○委員（髙山正夫君） 関連してなんですけど、

６６ページにい業振興対策事業ちゅうのがある

んですけど、この中にＰＲ部門というのは、Ｐ

Ｒとかはこれの中に全く入ってないちゅう話で

すかね。 

○農業振興課長（野田良晴君） 農業振興課、

野田です。 

 い業振興対策事業の中に、いぐさ・畳表活性

化連絡協議会負担金というものがございまして、

熊本県いぐさ・畳表活性化連絡協議会という協

議会がございます。その活動の中に、主に生産

者と畳とを結びつけるような事業が主ではでご

ざいますけども、そこでもＰＲ活動を行ってお

ります。各種イベント等にも出展をしたりして

おります。 

 以上です。 

○委員長（谷口 徹君） よろしいですか。 

 ほかはございませんか。 

○委員（北園武広君） ちょっと何点かあるわ

けですけども、まず６６ページ、先ほど言われ

た、い業振興対策事業関係なんですが、い業機

械再生支援事業補助金ということで１４５件ほ

どあるかと思います。その辺で、修理業者さん、

てんやわんやされておるかとは思うとですけど

も、その辺の現在の状況をもし把握されておれ

ば教えていただければなということが１点と、

イグサ生産農家さんの要望、こういったことを

してほしいとかという要望がもし把握されてお

るんだったらば、説明していただければなとい

うのがあります。 

 それと、６７ページの農地集積対策事業関係

ですが、規模拡大に必要な機材を導入する場合、

その経費を補助するものということであります

けども、主に補助された経費の内容、どういっ

たものがあるのかというのを教えていただけれ

ばと思います。 

 先ほどありましたけども、７０ページの八代

産畳表認知向上・需要拡大推進事業関係ですけ

ども、ＰＲのみということでございますけども、

ＰＲされたマーケティングはどこでされたのか、

その回数とか教えていただければなと思います。 

○委員長（谷口 徹君） まずは農業振興課か

らよろしいですか。 

○農業振興課長（野田良晴君） 機械業者さん
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の現在の状況というと、この災害を受けてとか

そういうことでよろしかったでしょうか。 

○委員（北園武広君） そうですね。 

○農業振興課長（野田良晴君） 先ほどちょっ

と織機屋さんにも事業を行う前であったり逐次

確認、連絡を取り合ったりはしておるんですけ

ども、今のところ、取りあえず応急処置が落ち

着いたところだというふうに聞いております。 

 これからまた、今、農林水産政策課の機械修

繕のほうはもう取りまとめておりますので、こ

れから事業が本格的になっていくんじゃないか

とは考えておりますので、またそこら辺はちょ

っと注視していきたいと考えております。 

 生産者からの要望というのは、機械に関しま

しては、この要望調査を行う際に、何か要望等

意見ありましたらという欄を設けておる中では

把握をしているところです。金額をというよう

な話もございます。 

 その中で、令和６年度から４種類の機械に関

して２０万円に上限を上げたところでございま

す。 

 以上です。 

○委員長（谷口 徹君） 続いて、農林水産政

策課、よろしいでしょうか。 

○農林水産政策課長（西村新吾君） 農林水産

政策課の西村です。よろしくお願いいたします。 

 農地集積対策事業の実績というところでお答

えさせていただきます。 

 こちらにつきましては、まず経営面積の拡大

に必要な機械の導入を支援するというところで

ございますが、令和６年度の実績といたしまし

ては、取組された方が１７名でございます。そ

のうち、機械の事業内容でございますが、コン

バイン、トラクター、田植機、ドローン、自動

操舵システムなどの導入がなされております。 

 なお、トラック、パソコンなど、営農以外に

も活用できる、いわゆる汎用性が高いものとい

う部分については対象外とさせていただいてお

ります。 

 以上でございます。 

○委員長（谷口 徹君） 続いて、フードバレ

ー。 

○フードバレー推進課長（大谷栄樹君） ＰＲ

の内容につきましてでございますけれども、ま

ず、７月に畳スピーカーの商品発表会を行って

おります。イベント出展などにつきましては、

常設展示で市役所の１階、それからスポット展

示ではくまモン博多大丸でのイベント、あとク

ルーズ船の寄港時、ベリッシマが寄港したとき

のお祭りでんでん館での展示、そして九州スリ

ーデーマーチでの展示、あと、東京の東急プラ

ザ原宿３階での展示となっております。 

 協議会での活動はこんな感じになりますけれ

ども、これを利用されてのＰＲというのも幅広

くされております。こちらで予算をかけずに取

り上げていただいております内容といたしまし

ては、新聞・雑誌が２件、ウェブが１１２件と

なっております。あと、各テレビ局の取上げも

数件あっておりますので、このイベントだけで

はなくて、自主的に雑誌や新聞、テレビ、ラジ

オ等にも多数取り上げられております。 

 以上でございます。 

○委員長（谷口 徹君） 北園委員、よろしい

でしょうか。 

○委員（北園武広君） はい。 

○委員長（谷口 徹君） ほか、ございません

か。 

○委員（友枝和也君） ６７ページの営農支援

事業のこの営農支援者は、今１人入っとるとか

な。この何か、支援者募集とかで資格とかある

のか、ちょっと聞いてみたいんですけど。 

○農林水産政策課長（西村新吾君） 農林水産

政策課の西村でございます。 

 営農支援に係る対象者というところでござい

ますが、こちらの営農支援事業につきましては、

まず営農支援新規就農者の方、おおむね大体５
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年ぐらいの方々を対象にして、うちの支援員を

設置しておりますので、その支援員が現地に赴

いていろいろサポートするというようなシステ

ムでございます。 

 この新規就農者になる場合の条件といいます

のが、事業としましては新規就農者育成総合対

策事業でありましたりとか次世代の事業がござ

いますが、こちらのほうの制度にのっとって、

新規就農というところで補助を受けられた方と

いうのを支援しているというところでございま

す。 

 以上でございます。 

○農林水産部長（豊田浩史君） 営農支援員に

つきましては、ＪＡの営農指導をなさっていた

ＯＢの方とか、あと市の行政の農林水産部関係

の退職されたＯＢとか、そういった技術的な面

でサポートできる、それと制度的なものでサポ

ートできる方を資格ではございませんが、そう

いう方々にお願いしようというところで募集し

ております。 

○委員長（谷口 徹君） よろしいですか。 

○委員（友枝和也君） はい。 

○委員長（谷口 徹君） ほか、ございません

か。 

○委員（髙山正夫君） ８２ページの有害鳥獣

被害対策事業なんですけど、最近、全国的には

熊の人的被害が非常に多いということで話題に

なっておりますが、幸い九州地方は、熊がいな

いのでよかったんですが、この有害鳥獣――現

在鹿、イノシシとかで農産物がいろいろやられ

てますけども、こっちのほうでは人的被害とか

いう報告はないんですか。 

○水産林務課長（福浦亮二君） 水産林務課の

福浦です。よろしくお願いします。 

 委員御質問の人的被害ということですけど、

人的被害というような報告は現在受けておりま

せん。 

 以上です。 

○委員長（谷口 徹君） よろしいでしょうか。 

○委員（髙山正夫君） はい。 

○委員長（谷口 徹君） ほか、ございません

か。 

○委員（小川貴史君） 今の有害鳥獣被害対策

事業に関してなんですけども、近年、水産物に

関しても、球磨川のアオノリやあと八代海のア

サリ貝などもカモによる食害などが結構多くな

ってきていると聞くんですけれども、これはや

っぱり海とかにいるカモの駆除などもこれで行

っているということでいいんでしょうか。 

○水産林務課長（福浦亮二君） 委員御質問の

カモ類の鳥類関係の駆除ですけど、船上のほう

から、海のですね、船からこの事業で駆除等を

行っております。 

 以上です。 

○委員長（谷口 徹君） 小川委員、よろしい

ですか。 

○委員（小川貴史君） 今、船の上から駆除を

行っているということなんですけれども、なか

なか漁業者の方に聞くと、数が減ってこないど

ころか、近年かなり増えてきているということ

も聞きますが、その辺の数の把握としてはどう

なんでしょう。増えてるのか減ってるのか、把

握されてますか。 

○水産林務課長（福浦亮二君） 現在、鳥類関

係は一応増えてはおります。捕獲数といたしま

しても、年々鳥類関係で捕獲してる数的にいき

ますと、年々増えてるような状況でございます。 

 以上です。 

○委員長（谷口 徹君） 小川委員、よろしい

でしょうか。 

 そのほか、ございませんか。 

○委員（北園武広君） ７１ページの新規就農

者育成総合対策事業なんですけども、不用額の

８３０万７０００円（｢８３７万」と呼ぶ者あ

り）８３７万円の内容の説明等がなかったかな

と思うですけども、その不用額の内容等を教え
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ていただければと思います。 

 あと、次の７２ページのスマート農業推進事

業関係ですけども、実証実験されておることが

記載されておりますけども、その実証事業の主

な内容等、分かれば教えていただければなとい

うふうに思います。 

 あと１点が、７９ページの多面的機能支払交

付金事業関係ですけども、農地保全会等の組織

が今活動されておるかと思います。維持管理活

動や老朽化が進む農業用施設の長寿命化等の取

組に対して支援を行うものとありますけども、

その具体的な、こういった施設に対しての支援

がありますよとかっていう実際支払われた具体

的な内容等があれば教えていただければと思い

ます。今後ちょっと、いろいろ活用したいなと

いうふうに思いますので、よろしくお願いしま

す。 

 以上です。 

○委員長（谷口 徹君） まずは、農林水産政

策課関係から。 

○農林水産政策課長（西村新吾君） 新規就農

者育成総合対策事業の不用額８３７万円につい

てでございますが、不用額が生じた要因は大き

く２点ございます。 

 まず、１点目が、所得要件による交付の停止

でございます。これは、交付対象者の方に国の

示す所得基準、前年の世帯所得６００万円以下

でございますが、これを超えていることが判明

したため、規定に基づきまして交付を停止した

ものでございます。やはり、所得要件につきま

しては、この支援の必要性を判断するための国

の重要な基準でありますので、厳正に適用いた

しました結果、交付停止という措置に至ってお

ります。ただ、交付を停止された方は、もう既

に安定した所得を確保されておりますので、農

業の経営はもう継続されているというとこでご

ざいます。 

 ２点目につきましては、交付決定後の事業を

開始している段階で、やはりちょっと就農する

のは自信がないなというような理由から、御本

人の申請の取下げがあったようなものでござい

ます。 

 この２つの要因により不用額が生じましたけ

れども、特に後者の辞退につきましては、先ほ

どありましたが、支援員のサポートを通じまし

て無理な融資を回避することができて、冷静な

判断を行うことができたかなというところで、

支援員の支援がしっかりと機能していると考え

ているところでございます。 

 あと、スマート農業の実績と内容でございま

すけども、まず取組も含めたところで御説明を

させていただきます。 

 主な取組といたしましては、若手農業者によ

ります作業部会、リビングラボを設置いたしま

して、八代の農業の課題の解決に取り組みまし

た。 

 具体的には３つの柱として、省力化と魅力向

上とクリーン農業を掲げました。省力化では、

ＣｈａｔＧＰＴなどの活用です。あと魅力の向

上では、ＳＮＳ、――ＹｏｕＴｕｂｅ、Ｔｉｋ

Ｔｏｋ等がございますけれども――、こういっ

たところでの情報発信、３番目のクリーン農業

では食品残渣を活用した循環型農業、――これ

は堆肥の製造でございますが――の実現に取り

組みました。 

 ここで得られた成果といたしましては、農業

者が自ら事務作業に省力化システムを開発でき

るようになったということです。 

 また、農作業を競争形式にしましたアグリス

ポーツ、スポーツを交えた、そういった新たな

魅力向上の取組が生まれまして、食品残渣の堆

肥化と異業種の交流と併せて、そういった連携

体制の構築ができて一定の成果が得られたと考

えているところでございます。 

 先ほど、次長のほうの話もありましたけれど

も、この推進母体は行政主体でございましたけ
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れども、今後新たな法人が立ち上がりましたの

で、そちらのほうに引き継ぐ形で、市としては

後方支援というところで、今後新たな展開を後

押ししていければと考えているところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○委員長（谷口 徹君） 続いて、農地整備課

関連で。 

○農地整備課長（蓑星博之君） 農地整備課の

蓑星です。よろしくお願いします。 

 多面的機能支払交付金事業のお尋ねなんです

が、この事業につきましては大きく３つの事業

がございます。 

 １点目が、農地維持支払交付金といたしまし

て、農地のり面の草刈りですとか農地の泥上げ、

農道の砂利、補修などがございます。 

 ２つ目が、資源向上支払いの共同活動といい

まして、これは農業者以外と共同で活動すると

いうふうな事業になっております。 

 ３点目が、資源向上支払いの長寿命化という

ことで、施設の長寿命化のための活動というの

がございます。これが委員が御質問された点だ

と思います。具体的には、素掘りの水路からコ

ンクリート水路への更新ですとか、老朽化した

水路のコーティング、未舗装農道をアスファル

トの舗装にするなど、活動組織が自ら業者さん

に発注することができます。 

 この事業につきましては、活動組織の取組面

積当たりで交付単価が変わってきますので、活

動組織の面積に対して、例えば田でしたら１反

当たり４４００円という交付の金額がございま

すので、その金額を上限にして、活動組織で計

画していただきましたら取り組める事業になっ

ております。 

 以上です。 

○委員長（谷口 徹君） 北園委員よろしいで

しょうか。 

○委員（北園武広君） 大丈夫です。 

○委員長（谷口 徹君） そのほかございませ

んか。 

○委員（小川貴史君） アサリ漁業Ｖ字回復事

業に関してなんですが、平成２０年１２００ト

ンをピークとして資源量が激減しているという

ふうに書いてありますが、近年のアサリの漁獲

量はどのような推移になってるんでしょうか。 

○水産林務課長（福浦亮二君） アサリの漁獲

量の現状ですけど、まずＲ５年からいきますと、

Ｒ５年のほうが２９トンでＲ６年が１１１トン

になっております。Ｒ７年――今の１０月現在

ですけど、Ｒ７年の１０月までで今のところ１

１トンとなっております。 

 以上、漁獲量の現状でございます。 

○委員長（谷口 徹君） 小川委員、よろしい

ですか。 

○委員（小川貴史君） 漁獲量の今説明があり

ましたけど、Ｒ５年には２９トン、Ｒ６年は１

１１トンでよかったんですかね。（水産林務課

長福浦亮二君「はい」と呼ぶ）そして、Ｒ７年

は１１トン。 

○水産林務課長（福浦亮二君） Ｒ７年は今、

１０月現在でございます。まだ今からまたもう

少ししたら取れますし、あとまた春先――３月

末ぐらいになったら、またその分漁獲量が多分

伸びてくるかなというふうに見ております。 

 以上です。 

○委員長（谷口 徹君） よろしいでしょうか。 

○委員（小川貴史君） Ｒ５年からＲ６年が急

激に漁獲量が増えたのは、これはどういう原因

が考えられるんでしょうか。 

○水産林務課主幹兼水産係長（亀井真由美君） 

 こんにちは。水産林務課の亀井と申します。 

 委員御質問の、令和５年度から令和６年度ま

で、２９トンから１１１トンに量が増えた要因

の一つとしまして、本市管内の鏡町地先の鏡町

漁協さんの漁獲量が伸びております。現在、こ

ちらの漁協さんが中心となりまして、水産多面



 

－17－

的機能発揮対策事業でアサリの資源回復の取組

をなされておりまして、市内の中でも一番多い

人数で、かなり精力的に取組を進められており

ます。そのような結果が出たんだと思います。 

 近年は、組合長の発案で囲い網を設置されて、

食害からアサリを守るような取組も新たに始め

られて、そちらの効果が一番効いているのでは

ないかというふうに考えております。 

 以上です。 

○委員長（谷口 徹君） 小川委員、よろしい

でしょうか。 

○委員（小川貴史君） 同じところで、垂下式

育成の実証試験及び適地診断に向けた環境デー

タ収集とあるんですが、この垂下式育成の効果

というものは今上がっているんでしょうか。 

○水産林務課長（福浦亮二君） 垂下式の効果

ということでございますけど、今のところ昨年

からちょうどその実証実験を行いまして、まだ

令和７年度もまたその実証試験のまた垂下式の

場所を変えたりとか、そういうことをして、そ

れと比較検討を行いますので、まだその効果と

いう自体はちょっとまだ今のところは出てない

状況でございます。 

○委員長（谷口 徹君） よろしいでしょうか。 

 そのほか、ございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（谷口 徹君） ないようですので、

以上で質疑を終了いたします。 

 意見がありましたらお願いします。 

○委員（髙山正夫君） 先ほど質問いたしまし

た八代産畳表認知向上・需要拡大推進事業なん

ですが、これはもう今後の方向性としては、市

による実施、現行どおりということで方針示さ

れております。 

 今回の令和６年度事業の中では、畳スピーカ

ーとかいろいろ書いてございます、ハウスメー

カーにとかですね。本来のイグサの何というか、

本質ですか、イグサが持った特性、フローリン

グとかそういった紙畳との違いとか、そういっ

たいろいろ普及活動というか、そういうのはや

っていったほうが、よりそっちのほうに力入れ

たほうがいいのかなと私は思っております。 

 本当に、けちつけるわけじゃないんですけど、

畳スピーカー、フローリングでも紙畳でもでき

そうな感じがします。そういったのじゃなくて、

本来の和畳――八代産というか、もう原産地で

すので、そこをどんどん売り込んでいったほう

がいいかというふうに思います。 

 それと、構成委員を見ますと、ちょっと私、

誤解あるかもしれませんけど、問屋さんとか、

紙畳関係の企業も入っているんじゃないかなと

いう気がします。そういったところで、構成員

としてはやはりイ業生産者の思いを重視した、

そういった構成員に私は代えるべきと。 

 その他、特定財源の中でいろいろふるさと納

税ですので、企業さんからの寄附とかいうのが

あろうかと思いますけども、生産者の思いをよ

く熟知したＰＲ活動というか、先ほど私、言い

ましたけど、い業振興対策事業でもできるんじ

ゃないかというふうなこと言いましたけど、そ

の辺りを考えていったほうがいいんじゃないか

なというふうに思います。 

 今回は、市による実施ちゅうことで、現行ど

おりでございますけども、今後、やはりその辺

りは考えられて、いろんな市民の風評もござい

ますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○委員長（谷口 徹君） そのほか、意見あり

ませんか。 

○委員（北園武広君） 農林水産部においては、

本当説明、いろんな事業等に取り組まれて、本

当大変かなと思います。今、全国的に農林水産

物の価格の高騰であったり、消費者向けの事業

であったり、生産者向けの事業であったりとい

うことで、対応大変かと思います。 

 生産者側からの話でいけば、やっぱり農林水

産物の品物の高騰は確かにありがたい話ではあ
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るものの、やっぱり継続的な再生産価格といい

ますか、それがキープできればいいのかなとい

うふうに思ってますので、いろんな事業等をさ

れる中でも、そういったことを念頭に入れてか

ら事業の推進等をしていただければなというふ

うに思ってます。 

 あとは、やっぱり消費者に向けてのＰＲ活動

等、いろいろあるかと思います。全国的な展開

をやるのか、それとも地産地消的な考えをやる

のか、その辺のところを行政として区別されて

事業展開されるのはいいんですけども、あまり

拡大し続けると予算もかかってくるし、負担に

もなるて思います。 

 行政としては、マッチング作業が主な内容か

と思いますので、その辺のところを事業所さん

との連携等をしっかりやっていただいて、いろ

んな事業等に反映していただければなというふ

うに思ってます。 

 以上です。 

○委員（友枝和也君） 本市に対しましては、

イ業振興に対しまして、本当に手厚い支援があ

ってると思ってます。しかし、い業機械再生支

援事業とかですけども、今回災害で一遍にです

ね、同じ、何ちゅうかな――イグサ専用機械が

一遍に被害に遭いましたので、年度を通しては

できない可能性もあるのかなと思っております

ので、ちょっと融通の利いた支援をしていただ

ければと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（谷口 徹君） ほかにございません

か。 

○委員（小川貴史君） 水産業に関してなんで

すが、今回アサリに関して幾つか質問させてい

ただきましたけど、アサリだけのみならず、こ

の八代海で取れる水産物の量の減少というのが、

この近年、これは日本全国に言えることなんで

すが、八代の水産物もかなりの数が減少してき

ています。 

 この栽培漁業といいますか、稚魚の放流など

も、実際どのくらいぐらい実績として漁獲量に

反映されてるのか、もしくは反映されていない、

増えてきてないというようだったら、そのやり

方を少し考えてやっていくとかいうことをやっ

ていかないと、なかなか水産物の資源量の増大

とか、資源量を確保するというのはなかなか今

後は難しくなってくるでしょうから、その辺も

併せて何とかやっていただけるようにすると助

かります。よろしくお願いします。 

○委員長（谷口 徹君） ほかに御意見ありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（谷口 徹君） 以上で、第５款・農

林水産業費及び第１０款・災害復旧費中農林水

産部関係分についてを終了いたします。 

 説明者の交代をお願いいたします。 

（執行部 入替え） 

○委員長（谷口 徹君） 次に、第６款・商工

費、第９款・教育費及び第１０款・災害復旧費

中、経済文化交流部関係分について説明をお願

いいたします。 

○経済文化交流部長（濱田浩介君） 皆様、こ

んにちは。経済文化交流部の濱田でございます。

よろしくお願いいたします。 

 失礼しまして、着座にて説明させていただき

ます。 

○委員長（谷口 徹君） どうぞ。 

○経済文化交流部長（濱田浩介君） それでは、

経済文化交流部所管の決算審査をお願いするに

当たりまして、主な事業に関しまして、商工業、

港湾、観光、文化、スポーツなど、それぞれの

分野ごとに総括をさせていただきます。 

 まず、商業振興につきましては、ＬＰガス利

用世帯に対しガス料金の価格高騰相当額を支援

する事業を実施いたしました。また、昨年度か

らこいこい広場で実施されている屋台村事業で

は、市内外から多くの方に御利用いただき、年
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間利用者数は１万人を超えるなど、中心市街地

のにぎわい創出を図ってまいりました。今後も、

地域経済の動向を注視し、時期を逸せず、状況

に応じた支援策を講じてまいります。 

 次に、工業振興につきましては、地元の若手

事業者の育成として令和２年度から実施してお

ります未来創造塾運営事業は、大学、金融機関、

経済団体との連携による事業であり、現在は全

国に波及した姉妹塾とも連携・協力体制を構築

しながら取り組んでおります。今後は、本事業

を起点に、学生に向けて地方で働く魅力の発信

や、地元就職支援にも努めてまいります。 

 次に、港湾振興につきましては、八代港にお

ける令和６年のコンテナ取扱い量が１万９４５

８ＴＥＵとなり、前年と比較すると約１６％の

減少となりました。主な理由としましては、中

国や韓国の不況による影響のほか、飼料原料の

輸入量が減少したことや、木材の輸出がコンテ

ナ輸送から安価なバルク輸送に切り替わったこ

となどが要因であると分析しております。 

 昨年末にはＪＡＳＭ第１工場の操業が開始さ

れ、さらには第２工場の建設も始まり、半導体

産業をはじめとした県内投資の大きな波を八代

港の貨物取扱い量増加につなげるべく、県内で

唯一台湾との定期航路を持つ八代港の強みを生

かした新規航路の誘致や新規貨物の集荷など、

取組を強化してまいります。 

 次に、クルーズ振興につきましては、国際ク

ルーズ船の寄港も多様化しており、昨年は八代

港発着のにっぽん丸の寄港を含め、横浜、中国、

台湾や韓国などから３２回の寄港がありました。

コロナ禍以前は、大多数が中国からの乗船客で

あり、市内の周遊者は少ない状況でしたが、昨

年からは市内を周遊される個人旅行客が増加し

ております。 

 クルーズ船寄港時の受入れ対応につきまして

は、県、市、八代商工会議所、ＤＭＯやつしろ

で構成するくまモンポート八代・クルーズ活性

化協議会が中心となり、関係団体の協力を得な

がら、入出港時におけるおもてなしや物産展、

市内中高生等による通訳ボランティアなどを実

施しております。 

 今後も、交流人口の拡大による地域活性化や

市内消費額が拡大されるよう、クルーズ船受入

れ環境の整備・充実に取り組んでまいります。 

 次に、観光振興につきましては、八代の魅力

を発信していくために、観光ポータルサイトき

なっせやつしろデライトの運用やインバウンド

対応多言語版観光パンフレットを製作するなど、

観光客のさらなる誘致に向け取り組んでおりま

す。 

 また、豊かな自然など、本市の地域資源を最

大限活用したアウトドアツーリズムを推進する

ため、クルーズ船寄港時のレンタサイクルやア

ウトドア体験のモニターツアーの実施をはじめ、

定住自立圏域での周遊型サイクルイベントや、

キャンプ場を活用した交流イベントなどを実施

しております。 

 にぎわいづくりのイベントとしましては、８

月に第５７回八代くま川祭りを開催し、市民総

踊りに３７団体、約２２００名の参加があり、

夏の風物詩として八代を盛り上げていただきま

した。１０月には、第３７回八代全国花火競技

大会を開催し、あいにくの天候ではありました

が、約２５万人の皆様にドローンショーや１万

４０００発の花火をお楽しみいただきました。

年が明けまして、今年２月２８日から３月２日

にかけて、九州国際スリーデーマーチを開催し、

国内はもとよりアメリカ、ドイツ、オーストリ

アなど、国内外から延べ８５００人を超えるウ

ォーカーに参加をいただきました。 

 今後も、観光振興やイベントのさらなる魅力

アップを図るとともに、交流人口の拡大と地域

活性化に向け取り組んでまいります。 

 次に、文化振興につきましては、八代市民族

伝統芸能伝承館――お祭りでんでん館において、
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八代妙見祭の笠鉾等の収蔵・展示を行うほか、

民俗芸能公演や体験講座などを開催し、民俗文

化財の保存継承、魅力発信、後継者育成につな

がる取組を行っております。令和６年度は、７

月から入館料を無料化し、展示棟内の全エリア

を自由に観覧いただけるようにいたしました。

今後もより多くの方が来館されるような取組を

進めてまいります。 

 また、国指定史跡八代城跡群については、令

和７年３月に史跡八代城跡群古麓城跡麦島城跡

八代城跡整備基本計画を策定しました。今後は、

この基本計画を基に、史跡の保存状態や修復の

緊急度、財源確保などを踏まえ、計画的に整備

を進めてまいります。 

 また、ユネスコ無形文化遺産に登録されてい

る八代妙見祭においては、保存団体に対し、行

列の維持管理のための補助金などの支援を実施

しております。今後も関係団体と連携を深めな

がら、地域の伝統行事に対する市民の関心と理

解を促進し、文化の振興と次世代への継承に努

めてまいります。 

 さらに鏡文化センターは、本市における芸術

文化活動の拠点施設として、令和６年度は１２

本の自主事業を実施しましたが、森山良子コン

サート及び元気が出るオーケストラコンサート

は、来場者から高い評価を得るなど、大変好評

を博しました。また、貸館利用につきましても

年々増加傾向にあり、より多くの市民の皆様に

安心して御利用いただけるよう、老朽化した施

設・設備の修繕・改修を適切に行ってまいりま

す。 

 最後にスポーツ振興につきましては、生涯ス

ポーツ、地域スポーツの普及・推進のみならず、

スポーツを生かした交流人口の拡大や地域振興、

活性化に取り組んでおります。官民一体で組織

する八代市スポーツコミッションを中心に、ス

ポーツ大会や合宿の誘致、開催を図っており、

九州ＰＧＡバドミントン大会の創設や西日本大

学男子ソフトボール選手権大会の誘致など多く

のスポーツ大会を招致し、令和６年度のスポー

ツ大会などによる年間の延べ宿泊者数は、前年

度比約２２００人増の１万５２０２人となって

おります。 

 また、ＮＰＯ法人八代スポーツ協会や各競技

団体との連携を図り、競技人口の拡大や競技力

向上を推進する施策を展開するとともに、スポ

ーツ活動を広げる環境づくりのため、体育施設

の整備・充実を図ってまいります。 

 さらに、令和５年度から誘致を進めておりま

したバドミントンの国際大会であるバドミント

ンアジアジュニア選手権の八代大会が今年３月

に正式に決定し、令和８年と９年の２か年にわ

たり、本市のトヨオカ地建アリーナにおいて開

催されることとなりました。国内では、平成１

２年に京都府で開催されて以来、２６年ぶりの

開催であり、このような国際スポーツ大会を単

独で開催するのは、本市にとって今回が初めて

となります。本大会を成功させるため、今年４

月にバドミントンアジアジュニア選手権八代大

会実行委員会を設立し、関係機関と連携しなが

ら開催に向けて準備を進めているところであり

ます。 

 以上、経済文化交流部が所管します令和６年

度の主な事業の総括といたします。 

 今後も引き続き、関係機関の皆様と連携しな

がら、本市の経済の浮揚や交流人口の増加によ

るにぎわいづくりの創出、また、スポーツ、文

化の振興に向け、様々な施策を展開してまいり

ます。 

 詳細につきましては、経済文化交流部、緒方

次長が説明いたしますので、どうぞよろしくお

願いいたします。 

○経済文化交流部次長（緒方 浩君） 皆さん、

こんにちは。経済文化交流部、緒方でございま

す。よろしくお願いします。 

 着座にて御説明させていただきます。 
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○委員長（谷口 徹君） どうぞ。 

○経済文化交流部次長（緒方 浩君） それで

は、令和６年度八代市一般会計歳入歳出決算書

のうち、第６款・商工費、第９款・教育費のう

ち、経済文化交流部所管分の主な事業につきま

して、令和６年度における主要な施策の成果に

関する調書及び令和６年度八代市一般会計歳入

歳出決算書を用いまして御説明をさせていただ

きます。 

 まず、第６款・商工費です。 

 主要な施策の成果に関する調書の８７ページ

をお願いします。 

 下段です。八代港ポートセールス事業です。 

 八代港利用促進のため、県や港湾関係事業者

等と連携し、荷主や船社等へのポートセールス

活動を推進するとともに、ポートセミナーの開

催やコンテナ利用促進を図るための施策に取り

組んでいるところです。 

 決算額は１億４４３７万８０００円。内訳と

いたしましては、旅費２６２万３０００円、各

協議会等への負担金及び出展料２９４万５００

０円、コンテナ利用助成金１億２２３４万円、

八代市リーファーコンテナ利用拡大事業助成金

８５２万９０００円、八代市台湾航路拡充支援

助成金６５９万円、八代港モーダルシフト支援

助成金９０万円が主なものでございます。 

 不用額の７８３９万５０００円は、主要貿易

国である中国や韓国の不況による影響のほか、

飼料原料の輸入量が減少したことや、木材の輸

出がコンテナ輸送から安価なバルク輸送に切り

替わったことなどの要因により、コンテナ利用

助成金が減額になったものが主な要因でござい

ます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとし、ＪＡＳＭ第１工場の操業開始、

第２工場の立ち上げなど、半導体関連での輸出

入に関した大きな動きも続きますことから、八

代港のさらなる利用促進に向けて、県や港湾事

業者と一体となったポートセールスを継続して

取り組んでまいります。 

 次に、８８ページをお願いします。 

 上段の商店街活性化事業でございます。本事

業は、商店街が実施するソフト事業や新規出店

を誘致する事業等を実施することによって、商

店街の魅力を高め、集客力の向上、売上げの増

加を図るもので、令和６年度は本町アーケード

及び日奈久温泉街の空き店舗へ新規出店を誘致

するなど、新たなにぎわいづくりに取り組んで

いるところです。 

 決算額は１１５６万６０００円。主なものと

しましては、がらっぱ広場トイレ新築工事設計

業務委託１８３万円、がらっぱ広場・こいこい

広場指定管理委託料３７万１０００円、八代市

商店街活性化事業補助金９１１万１０００円で

ございます。 

 なお、特定財源といたしまして、県支出金５

万７０００円、地方債１７０万円などを充てて

おります。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとし、令和７年度は商店街への新規

出店支援を引き続き進めていくとともに、イン

バウンド対策として、がらっぱ広場へトイレを

新設するなど再整備を実施することで、がらっ

ぱ広場を拠点とした各商店街のイベント支援な

どを進めながら、より一層のにぎわいづくりに

努めてまいります。 

 次に、９０ページをお願いします。 

 下段の未来創造塾運営事業でございます。本

事業は、業種に関わらず地元産業を担う企業の

２代目等の若手事業者を対象に、将来のビジネ

スリーダーの育成や人口減少時代に即した第２

創業等の支援を行うものとして、熊本大学と連

携して取り組んでいるところです。 

 決算額は１５２万５０００円で、主なものと

しましては、報償費２５万３０００円、講師旅

費３０万円、塾の共同主催者であります熊本大
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学熊本創生推進機構への委託８８万円でござい

ます。 

 なお特定財源といたしまして、まちづくり交

流基金繰入金１３７万５０００円、やつしろ未

来創造塾受講料１５万円を充てております。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとし、修了生が考えた新たな事業の

実現に向けた支援や市内の高校や熊本大学に修

了生が講師として登壇し、キャリア教育や地域

活動など、地域で働く大人として若い世代の郷

土愛や地元就職の意識向上を図る機会を創出す

るなど、産学官金の支援体制の下、継続して取

り組んでまいります。 

 次に、９２ページをお願いします。 

 上段になります。ＬＰガス価格高騰対策支援

事業（重点交付金）でございます。本事業は、

エネルギー価格の高騰によるＬＰガス利用世帯

の負担軽減を図るため、ＬＰガスの価格高騰相

当額として１世帯当たり４０００円の支援を行

うものでございます。 

 決算額は９５５３万３０００円。内訳としま

して、ＬＰガス利用世帯への補助金７１５８万

円、県ＬＰガス協会事務費２３９５万３０００

円でございます。 

 なお、特定財源として全額国庫支出金及び県

支出金を充てております。 

 不用額６６１６万７０００円は、実施主体の

ＬＰガス協会が契約者全てを交付対象者として

見込んでおりましたが、実績として申請件数が

少なく、補助金額が減額となったものでござい

ます。 

 今後の方向性としましては、今回実施しまし

た給付は今年度内に完了し、令和７年度も国が

同様の交付金を継続することから、市による実

施、現行どおりとしております。 

 次に、下段の観光漁業基地管理運営事業でご

ざいます。本事業は、やつしろ舟出浮きの拠点

である三ツ島観光漁業基地に設置している桟橋、

休憩所、トイレ等の管理運営を行うものでござ

います。令和６年度は、老朽化した桟橋の架け

替え工事を行っております。 

 決算額は８０８１万円。主なものとしまして

は、桟橋改修工事８０６３万円、トイレなどの

清掃業務委託１６万５０００円でございます。 

 不用額の３３３万９０００円は、桟橋改修工

事の入札残などでございます。 

 今後の方向性としましては、市による実施

（現行どおり）としております。 

 八代海の伝統漁法を間近で見学し、取れたて

の海の幸を堪能できるやつしろ舟出浮きは、リ

ピート客も多く利用者の満足度も高いことから、

今後も利用者の安全確保を最優先に考え、必要

な環境整備に取り組んでまいります。 

 次に、９４ページをお願いします。 

 上段になります。全国花火競技大会事業です。

本事業は、煙火業者の技術向上と観光事業及び

商工業の振興に寄与することを目的として、昨

年は１０月１９日土曜日に開催いたしました。 

 決算額は３１７１万７０００円。内訳は、や

つしろ全国花火競技大会実行委員会負担金３０

７０万円、会計年度任用職員経費１０１万７０

００円でございます。 

 特定財源として、まちづくり交流基金繰入金

１５３５万円、熊本県市町村振興協会市町村交

付金４７１万５０００円を充てております。 

 不用額の９４１万円は、花火競技大会開催経

費の不足分を支出することとしたため、その執

行残によるものでございます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしております。 

 西日本を代表する花火競技大会ではあります

が、人件費や燃料費、資材等の高騰の影響を大

きく受けており、今後継続していくためにも有

料観覧席や協賛金など、事業の収入のさらなる

拡充に努めてまいります。 

 次に、９５ページをお願いします。 
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 上段の、クルーズ船寄港に伴う観光資源強化

事業でございます。クルーズ船寄港による地域

経済の活性化効果を最大化するとともに、乗船

客また船会社の満足度向上や今後の寄港増につ

なげていくための県、市、商工会議所、ＤＭＯ

やつしろで構成するくまモンポート八代・クル

ーズ活性化協議会における取組を推進するもの

でございます。 

 決算額は１４２３万２０００円。内訳は、ポ

ートセールス旅費２４２万２０００円、クルー

ズ船誘致・受入推進事業１２４万７０００円、

くまモンポート八代・クルーズ活性化協議会負

担金１０００万円、スクラムチャレンジ事業負

担金２７万円などでございます。 

 特定財源といたしまして、企業版ふるさと納

税寄附金１００万円を充当しております。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

規模拡充としており、クルーズ船寄港による経

済効果を最大化するため、関係者と連携して受

入れ体制を充実するとともに戦略的なポートセ

ールスを行い、寄港増加につなげてまいります。 

 次に、下段のアウトドアツーリズム推進事業

（地方創生）でございます。 

 アウトドア初心者やファミリー層が気軽に訪

れることで、関係人口の拡大や多様な交流につ

なげていくことを目的に、地域資源を最大限活

用したアウトドアツーリズムを推進するもので

す。 

 決算額は１６６０万２０００円。内訳といた

しましては、アウトドアの人材育成、多言語マ

ップの作成、クルーズ船の乗船客やクルーへの

自転車の貸出し事業のモデル構築など、アウト

ドアツーリズム推進事業業務委託１１９６万３

０００円、シトラス観光圏推進協議会への負担

金４４４万６０００円でございます。 

 特定財源といたしまして、デジタル田園都市

国家構想交付金（地方創生推進）８２０万４０

００円を充てております。 

 今後の方向性としましては、民間実施として

おり、アウトドア拠点施設としてＪＲ新八代駅

東口に整備したアウトドアステーションやつし

ろの認知度向上と利用促進を図っていくととも

に、民間事業者の豊富なアイデアや経営ノウハ

ウを生かした管理運営に取り組んでまいります。 

 次に、第９款・教育費のうち、当部所管の主

な事業について御説明いたします。 

 資料は主要施策に関する調書の１２１ページ

をお願いします。 

 上段です。民俗伝統芸能伝承館管理運営事業

です。お祭りでんでん館の運営と維持管理を行

うものです。また、民俗文化財の将来にわたる

着実な保存・継承を図るため、各保存団体の活

動を支援するとともに、施設において八代妙見

祭の笠鉾の展示、神楽や棒踊りの情報発信など、

各地域の伝統文化財を活用した事業に取り組ん

でいるものです。 

 決算額は２４５０万６０００円。内訳といた

しまして、施設内で展示します笠鉾の組立て・

解体に伴う謝礼等の報償費５８万７０００円、

光熱水費４６５万８０００円、警備、受付、清

掃、機器保守点検業務等の委託料１６２８万８

０００円などが主なものでございます。 

 特定財源として、民族伝統芸能伝承館使用料

１８９万円と、自動販売機設置料９万６０００

円を充当しております。 

 不用額の９０万４０００円は、委託料の入札

残が主なものでございます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとし、エントランスホールの飛び出

す絵本の展示コーナーを改修し、地区ごとのテ

ーマに応じた展示を行うなど、展示スペースの

有効活用を図り、より多くの方々に来館いただ

けるよう取り組んでまいります。 

 次に、下段の旧厚生会館関係事業です。旧厚

生会館の維持管理に必要な光熱水費の支払いや、

簡易な修繕、機械警備等の保守点検を行うもの
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でございます。また、施設の記録保存事業や、

跡地利活用基本構想の策定を行ったものです。 

 決算額は６０３万８０００円。内訳といたし

まして、郵便料３６万９０００円、施設管理に

必要な警備・消防用設備保守点検の委託料３３

万円、記録動画制作業務委託１１９万９０００

円、跡地利活用基本構想策定業務委託として４

０１万５０００円などが主なものでございます。 

 不用額の１９１万９０００円は、記録動画制

作や跡地利活用基本構想策定業務の委託料の入

札残が主なものでございます。 

 今後の方向性としましては、市による実施

（現行どおり）としており、旧厚生会館につき

ましては、令和５年７月２６日に廃止条例が施

行され用途廃止となっておりますことから、建

物が現存する間はこれまでどおり適切に管理を

行ってまいります。なお、現時点におきまして

は、施設の再検証を行うこととしております。 

 次に、１２８ページをお願いします。 

 下段の大規模スポーツ大会等誘致事業です。

官民一体となってスポーツを生かしたまちづく

りを行う八代市スポーツコミッションを組織し、

スポーツ大会や合宿等の積極的な誘致・開催を

通じて本市にぎわいをもたらすとともに、スポ

ーツの振興、交流人口の拡大に取り組んでおり

ます。 

 決算額は７１２万９０００円。内訳といたし

ましては、八代市スポーツコミッション負担金

２５４万８０００円、八代市大会等運営補助金

３３１万５０００円、八代市合宿応援補助金１

２６万６０００円でございます。 

 特定財源といたしまして、企業版ふるさと納

税寄附金４４４万３０００円、八代市スポーツ

振興基金繰入金１００万円、ネーミングライツ

１００万円を充当しております。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしております。 

 引き続き、スポーツ大会・合宿の誘致を行い、

スポーツを通じた交流人口の拡大を図り、にぎ

わいの創出やスポーツを生かしたまちづくりを

進めてまいります。 

 次に、１２９ページをお願いします。 

 上段の東京２０２０オリンピック・パラリン

ピックホストタウン推進事業でございます。本

市は、台湾バドミントン協会とのスポーツ分野

における友好交流覚書に基づき、国際色豊かな

若者の育成と競技力の向上のため、ジュニアバ

ドミントン選手の交流を行っております。 

 決算額は３３７万５０００円。全額、八代市

東京２０２０オリンピック・パラリンピックホ

ストタウン推進実行委員会への負担金でござい

ます。 

 特定財源として、八代市スポーツ振興基金繰

入金１７０万円を充てております。 

 今後の方向性としましては、ホストタウンの

申請期間が令和７年度で終了することから、本

事業は終了とするものの、引き続き台湾とのス

ポーツ交流を推進してまいります。 

 次に、１３１ページ、お願いします。 

 上段になります。バドミントンアジアジュニ

アチャンピオンシップ誘致事業です。国際大会

バドミントンアジアジュニア選手権の本市開催

に向けて、日本バドミントン協会や県・市バド

ミントン協会と連携し、アジアジュニアバドミ

ントン連盟へ誘致活動を行った結果、令和８年

度、令和９年度の大会が本市で開催されること

が決定いたしました。 

 令和７年度はインドネシアで大会が開催され、

１０日間にわたり１８か国から選手、監督、関

係者など約５００人の方々が参加されました。

この大会に出場する選手の中から世界で活躍す

る選手が数多く輩出されており、アジアのジュ

ニア選手にとっては最高峰の大会に位置づけら

れています。 

 決算額は６６１万３０００円で、全額バドミ

ントンアジアジュニアチャンピオンシップ誘致
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事業負担金でございます。 

 特定財源として、企業版ふるさと納税寄附金

４４５万円を充当しております。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

規模拡充としております。 

 今年の４月にバドミントンアジアジュニア選

手権の実行委員会を設立し、日本バドミントン

協会、熊本県バドミントン協会と共に協力をい

ただきながら、大会の成功に向けて準備を進め

ております。 

 令和８年度の大会は、来年６月２６日から７

月５日の１０日間で実施予定でございます。 

 続きまして、主な予算流用について御説明を

させていただきます。 

 歳入歳出決算書の１４９ページをお願いいた

します。 

 中段より下のほうになりますけども、１８

節・負担金補助及び交付金から１２節・委託料

への流用２９３万円とございます。これは、が

らっぱ広場のトイレ新築工事に伴う実施設計変

更への流用１６９万９０００円、坂本町復興商

店街の解体工事に付随する原状復旧業務委託の

５１万５０００円などで、いずれも早急な対応

が必要であったことから流用で対応したもので

ございます。 

 次に、１７９ページをお願いします。 

 中段よりちょっと下のほうになりますけども、

目３・文化施設費になります。１０節・需用

費・印刷製本費から１７節の備品購入費への流

用２８万１０００円とございます。これは、鏡

文化センターの消火器の更新について、次年度

を予定しておりましたけども、年度内更新が必

要ということが判明しましたことから流用した

ものでございます。 

 次に、１２節・委託料から１１節・役務費・

郵便料への流用１３万９０００円。これは、旧

厚生会館跡地利活用基本構想策定業務において、

市民３０００人にアンケート調査を実施するこ

ととしましたことから、流用いたしたものでご

ざいます。 

 続きまして、１８５ページをお願いします。 

 上段のほうになりますけども、目２・社会体

育事業費になります。備考欄の１２節・委託料

から２４節・積立金への流用３９万６０００円

とございますが、これは八代市スポーツ振興基

金積立金について、寄附額が想定を上回り積立

金が不足したため流用したものでございます。 

 以上で、説明のほうを終了させていただきま

す。御審議方、よろしくお願いいたします。 

○委員長（谷口 徹君） ありがとうございま

した。 

 議案第９３号中の経済文化交流部の説明が終

わったところで、一旦審査を中断させていただ

いて休憩に入りたいと思います。 

 午後１時から再開いたします。 

（午後０時０２分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時００分 開議） 

○委員長（谷口 徹君） 休憩前に引き続き、

経済企業委員会を再開いたします。 

 それでは、午前中に説明のありました第６

款・商工費、第９款・教育費及び第１０款・災

害復旧費中、経済文化交流部関係分について質

疑を行います。 

 質疑、お願いいたします。 

○委員（髙山正夫君） ９５ページのクルーズ

船寄港に伴う観光資源強化事業ということでご

ざいます。クルーズ船が来られて、いろいろそ

の旅行会社のオプションとかあるんでしょうけ

ど、熊本城なり阿蘇とか、そういったところに

も行くというふうなのを聞いております。 

 ただ、それに行かない八代市内で周遊される

方々について、例えばアーケード街とかそうい

った場合、飲食店等に、今日クルーズ船が入り

ますので、本来開く時間ではないその時間に開

けてくださいというふうな御依頼をされるかと
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思いますが、その周知方法について教えていた

だけますか。 

○港湾・クルーズ振興課長（髙田剛志君） 皆

さん、こんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者

あり）港湾・クルーズ振興課、髙田でございま

す。 

 委員お尋ねの、クルーズ船が寄港時の飲食店

をはじめとした周知方法についてお答えさせて

いただきます。 

 まず、クルーズ船が寄港するときには、八代

市の場合、クルーズ活性化協議会という組織で

対応しておりまして、そこから伝達のほうをし

ております。まず、クルーズ船が寄港するおお

むね２週間ほど前に、こういう船が来るんだよ

というのを第１報を出しまして、クルーズ船の

寄港の２日前もしくは１日前になるかと思いま

す。具体的な時間等をメールまたファクス等で

出しております。 

 アーケードのほうの周知のほうにつきまして

は、まちなか活性化協議会のほうに、またＤＭ

Ｏやつしろ、それと八代商工会議所、そちらの

ほうに出しまして、本町１丁目から３丁目、通

町のほうにお出しするような方法をしておりま

す。 

 また、なかなかその情報では行かないところ、

あるかと思いますので、そういったところは市

の担当のほうで直接お店のほうにお願いして、

こういうクルーズ船でお客さんが、多数の方々

が商店街に来るような状況がある場合は、直接

赴きまして、お店を開けるような交渉をしてい

るところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（谷口 徹君） 髙山委員、よろしい

でしょうか。 

○委員（髙山正夫君） その周知について、店

側としてももうちょっと早めに教えてくれんか

というふうなお話も伺うことがありましたので、

これを聞いたんですけども、そこら辺りを今後

分かる範囲でできるだけ速やかに、――これは

ちょっと意見になりますけど、よろしくお願い

したいと思います。 

 以上です。 

○委員長（谷口 徹君） 意見ですね。 

 ほかにありませんか。 

○委員（友枝和也君） ８８ページの商店街活

性化事業で、いろんな魅力向上事業とか商店街

連合事業とかやっておられますけども、今空き

店舗って実際増えてるのか減ってるのか、ちょ

っと聞きたいんですけど。 

○商工政策課長（松本 豊君） 商工政策課、

松本でございます。 

 空き店舗が増えてるかというところでござい

ますが、空き店舗自体は減っていってるような

状態です。ただ、オープンしてる店自体が減っ

てきております。空き店舗が減ってるというの

は、実際貸し出せる店舗、実際もう空き店舗と

してカウントされない、もう店舗として実際さ

れてないというところが増えてきておりまして、

実際的には空き店舗は減っているというところ

でございます。 

 本町を見ていただけば分かるんですけれども、

数的には多くシャッターが閉まっておりますが、

結局その中でも空き店舗としてカウントできる

ところが少なくなってるというところでござい

ます。もう自宅として利用されてるというとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（谷口 徹君） 友枝委員、よろしい

でしょうか。 

○委員（友枝和也君） 大丈夫です。 

○委員長（谷口 徹君） ほかはございません

か。 

○委員（小川貴史君） 今の質問の続きで、商

店街活性化事業で、空き店舗として使えるとこ

ろも減ってきてる、営業しているお店も減って

きてるという中で、商店街活性化事業として、
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どうやって減ってきているものを活性化しよう

としてるのか、何にこの予算を使っていこうと

思ってるのかを教えてください。 

○商工政策課長（松本 豊君） お答えします。 

 どうにかして、商店街をにぎわいのある場に

戻そうというところで、もう以前から取組をし

てるところでございますが、まずは、補助金等

を使いまして、本町１丁目から３丁目それと通

町、あと、まちなか活性化協議会のほうにイベ

ント等の補助金を出して実施していただいてい

るところもありますし、あと空き店舗を改装し

て店舗を出されるところについても、補助金等

を出しているところでございます。 

 近年ではオフィスのほうの誘致にも取り組ん

でおりまして、今のところ、最近では、４つの

オフィス等が本町の商店街のほうに入居をして

るところでございます。 

 どうにかして、この商店街のほうににぎわい

を戻したいというところは頑張っておるところ

でございますが、なかなかそこに住まわれてい

るお店の方々、高齢にもなってますし、店自体

の老朽化も顕著に出ているところでございます。 

 どうにか、行政が介入してそこの部分、うま

くいければと思っているところではございます

が、幸い今のところ、クルーズ船が、コロナが

終わりまして多く寄港してるところでございま

すので、このクルーズ船客をどうにか本町のほ

うに誘致をして、にぎわいのあるところに進め

ていければと思ってるところでございます。 

 補助制度につきましても、どうにか利用しや

すい補助制度にできていければと考えてるとこ

ろでございます。 

 以上です。 

○委員長（谷口 徹君） ほかにありませんか。 

○委員（小川貴史君） 今の最後の話にあった

補助制度なんですけど、本町アーケード１丁目、

２丁目、３丁目、通町に関しては補助制度があ

るという話も聞くんですが、中心市街地と言う

と、そのアーケードの中だけではなく、付随す

る近隣の店舗にもまだまだかなり空き店舗もあ

る状況で、商店街を活性化しようと思ったら、

そういうところ、本町アーケード１丁目、２丁

目、３丁目というくくりではなく、中心市街地

周辺を含めた補助金等を活用して、活性化につ

なげていくということはお考えでしょうか。 

○商工政策課長（松本 豊君） 当然ながら、

本町の商店街だけではなく、鏡にも商店街があ

りますし日奈久にも商店街がございます。そう

いったところも対象と今のところなってるとこ

ろです。商店街組合から、どうにか活性化した

いというところで、イベントもしくはその他の

商店街の活性化につながるようなものを出して

いただいて、そちらを認定していってるという

状況でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（谷口 徹君） ほかにございません

か。 

○委員（北園武広君） ９２ページの三ツ島の

改修工事関係なんですけども、今現在の進捗状

況、どこまで進んでおるのかちょっと教えてい

ただければなというのが１点です。 

 それと、９５ページのクルーズ船寄港に伴う

ということですけども、以前クルーズナビ等を

活用して、うまくバスを誘導させよったという

のがあったかと思うとですけども、今そのクル

ーズナビの活用というのは、今現在まだやって

おられるのか、ちょっとその辺。そのときに、

寄港された船の状況とか、何時に大体この辺に

来られるとかというのが把握がでけとったんで

すけども、以前やっぱりうまく活用されてなか

ったようなイメージがあって、今どういった活

用をされておるのか伺います。 

 それと、下のアウトドアツーリズム関係なん

ですけども、拠点場所でありますアウトドアス

テーションやつしろの整備というふうに、今後

の方向性のところであるんですけども、整備と
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いうことですけども、どのような整備を検討さ

れておるのか、その３点教えていただければな

と。 

○委員長（谷口 徹君） まずは、観光振興課

関連の観光漁業基地管理運営事業とアウトドア

ツーリズムのほうからお答えいただければと思

います。 

○観光振興課長（押方保樹君） こんにちは。

観光振興課の押方です。お願いします。 

 委員お尋ねの、まず観光漁業基地のほうです

が、令和６年度に桟橋の工事を終わらせており

ます。これは完了しております。Ｒ７年度です

が、今現在トイレと夜街路灯の整備のほうも終

わっているところです。 

 次に、アウトドアツーリズムのほうですが、

アウトドアステーション、新八代駅のところに

あるやつが、自転車貸出しするところがあるん

ですが、あれを今年度から、民間のほうの運営

に変えまして、民間で運営をしていただくと、

民間の力を活用して運用するというところで今

進めているところです。（委員北園武弘君「今

年度から」と呼ぶ）今年度から、はい。 

 以上です。 

○港湾・クルーズ振興課長（髙田剛志君） 委

員お尋ねの、クルーズナビの今の状況というと

ころで御説明させていただきます。 

 クルーズナビというのは、以前博多港だと記

憶しておりますが、博多港でいち早く、クルー

ズ船が寄港したときに、バスがどこに何台、何

時から何時まで行ってるかというのをシステム

的につくり上げるナビということでございまし

て、八代は２０１８年までは、自分たちのエク

セルか何かでつくって運用してたというところ

でございます。それ以降に、クルーズナビを活

用してクルーズ船が寄港したときのバスの位置

を確認するような状況になってます。 

 現在は、ＤＭＯやつしろのほうでクルーズナ

ビを活用しまして、先ほど申しましたどこの会

社が何台何時から何時までどこの観光地にいる

かというのを確認し、その情報を先ほど御説明

しました各団体のほうにも、ある程度の情報を

出している状況でございます。 

 このクルーズナビを活用することで、例えば

狭い駐車場に対して、例えば５台しか入れない

ところについて、１０台来ちゃうとなかなか駐

車ができない、そういうオーバーツーリズム的

なところがあるので、そこをいち早くクルーズ

ナビで、この施設は８台しか入れないとか、そ

ういうのを確認することで、八代におけるオー

バーツーリズムの対策にも寄与している状況で

ございますので、現時点ではＤＭＯやつしろの

ほうで活用してる状況でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（谷口 徹君） ほか、ございません

か。 

○委員（小川貴史君） ９５ページの、クルー

ズ船寄港に伴う観光資源強化事業なんですが、

この八代における経済効果を最大化するために、

乗船客の満足度向上の対応が求められると書い

てありますが、今、八代本町アーケードの中な

どにもこのクルーズ船のお客様が結構いらっし

ゃるんですけど、やはりまちの方の意見を聞く

と言葉が通じない、言葉が話せない、高齢者の

方で英語も分からない、もちろん中国語、台湾

などの言葉も分からないという方が結構いらっ

しゃるんですが、こういう事業者に対する通訳

とかそういうのの受入れ、通訳の派遣など、そ

ういうのはこの事業の予算の中には組み込まれ

ていないのでしょうか。 

○港湾・クルーズ振興課長（髙田剛志君） ク

ルーズ船が寄港した際の飲食店をはじめ事業者

への通訳等の補助についてお答えさせていただ

きます。 

 現在、先ほど申しましたクルーズ活性化協議

会の中で、クルーズ船が寄港したときの通訳と

か、あと観光案内所、これは活性化協議会の中
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で予算のほうをつけているところでございます。

特に、ボランティアという形で、中学生、高校

生を対象としたボランティアの一環として、観

光案内所だったり、本町でイベントがあったと

きの縁日等について、現在派遣等を学校とも協

議しながら進めているというところでございま

す。 

 また、言葉が通じないということもあります

ので、昨年度につきましては協議会の中で、中

国語の勉強の講座を３回ほど、延べ６０人弱ぐ

らい御参加いただいて、中国語の勉強だったり、

中国の文化、そういうのを勉強しているといっ

たところです。 

 また、協議会の予算には関係ございませんが、

アプリで言語が自動翻訳できるような、そうい

うアプリも私のほうでも周知をしながら、なる

だけ言葉が支障にならないような対応を考えて

いるところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（谷口 徹君） ほかに質疑ありませ

んか。 

○委員（北園武広君） ９５ページのアウトド

アツーリズム関係の業務委託、民間のほうに委

託という話だったんですけど、委託内容という

のは指定管理なのか業務委託なのか、その辺の

ところ分かりますか。 

○観光振興課長（押方保樹君） 指定管理では

なくて、業務委託になりますが、委託料自体は

発生してなくて、うちのほうで必要な経費は見

るんですが、運営自体はもう民間さんの力で運

営していただくと、形状は委託になります。

（委員北園武弘君「業務委託」と呼ぶ）はい、

業務委託です。 

○委員長（谷口 徹君） ほかはございません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（谷口 徹君） 以上で質疑を終了い

たします。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（谷口 徹君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第９３号・令和６年度八代市一般会計歳

入歳出決算中、当委員会関係分については、こ

れを認定するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（谷口 徹君） 挙手全員と認め、本

決算は認定することに決しました。 

 説明者の入替え、交代をお願いいたします。 

（執行部 入替え） 

                              

◎議案第９９号・令和６年度八代市久連子財産

区特別会計歳入歳出決算 

○委員長（谷口 徹君） 次に、議案第９９

号・令和６年度八代市久連子財産区特別会計歳

入歳出決算について、農林水産部から説明をお

願いします。 

○農林水産部長（豊田浩史君） 議案第９９

号・令和６年度八代市久連子財産区特別会計及

び、議案第１００号・令和６年度八代市椎原財

産区特別会計の歳入歳出決算につきまして総括

をさせていただきます。 

 着座にて失礼いたします。 

○委員長（谷口 徹君） どうぞ。 

○農林水産部長（豊田浩史君） 初めに、久連

子財産区の概要でございます。 

 昭和２９年１０月、旧久連子村が旧泉村に合

併の際、村有林の管理を目的としまして、地方

自治法の規定に基づき財産区が設置されたもの

です。久連子地区の山林約１８４ヘクタールを

保有し、基金をもってその管理運営を行ってい

るところでございます。 

 山林の内訳としましては、クヌギなど広葉樹

約１１４ヘクタールと、杉、ヒノキなど針葉樹

約７０ヘクタールです。その針葉樹のうち約３

０ヘクタールが財産区有林で、残りの４０ヘク
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タールが国との分収契約による山林となってお

ります。 

 現在、一部に伐期が到来している箇所はあり

ますものの、大半が保育期間であるため、今後

も適正な管理運営を行ってまいります。 

 次に、椎原財産区の概要でございますが、久

連子財産区と同様に、昭和２９年１０月旧椎原

村が旧泉村に合併の際、村有林の管理を目的と

して設置されたもので、椎原地区の山林約８９

ヘクタールを保有し、基金をもってその管理運

営を行っております。 

 山林の内訳は、クヌギなどの広葉樹約４ヘク

タールと、杉、ヒノキなどの針葉樹約８５ヘク

タールです。その針葉樹のうち、約４４ヘクタ

ールが財産区有林で、残りの約４１ヘクタール

が国及び熊本県林業公社との分収契約による山

林となっております。 

 今後も引き続き、適正な管理を行ってまいり

ます。 

 以上で、八代市久連子財産区及び八代市椎原

財産区の総括とさせていただきます。詳細につ

きましては、福浦水産林務課長より説明いたし

ますので、御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

○水産林務課長（福浦亮二君） 皆さん、こん

にちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）水産

林務課の福浦でございます。よろしくお願いし

ます。 

 それでは、議案第９９号・令和６年度八代市

久連子財産区特別会計歳入歳出決算につきまし

て、令和６年度における主要な施策の成果に関

する調書（その２）及び、財産に関する調書を

用いまして御説明させていただきます。 

 着座にて説明させていただきます。 

○委員長（谷口 徹君） どうぞ。 

○水産林務課長（福浦亮二君） それでは、資

料の令和６年度における主要な施策の成果に関

する調書（その２）の１６０ページをお願いし

ます。 

 事務事業名、久連子財産区一般管理事業でご

ざいますが、内容は、久連子財産区の所有林と

基金の管理及び運用を行うもので、決算額８万

９０００円のうち主な支出は、久連子財産区管

理会の開催に係る委員報酬の１万８０００円、

需用費として地区内にあります防犯灯１４基分

の電気代２万８０００円及びその防犯灯１基の

修繕料３万７０００円、積立金としまして基金

の預金利子６０００円を積み立てるものでござ

います。 

 また、今後の方向性は、分収契約を結んでい

る林分については、契約相手方の森林管理署と

今後の伐採計画等について協議を行い、適切に

管理していく必要があるとしており、伐採時期

が来ている林分について、財産区管理会の中で

財産処分等について検討を行い、森林管理署と

協議してまいりたいと考えております。 

 次に、財産に関する調書の９ページをお願い

いたします。 

 下段の２、基金の欄の右側に記載のとおり、

基金の決算年度末現在高が２６９万７０００円

となっておりますが、備考欄のとおり、出納整

理期間中に６０００円の債権と８万３０００円

の債務の処理を行っており、現在の基金残高は

２６２万円となっております。 

 以上が、令和６年度久連子財産区特別会計歳

入歳出決算の説明でございます。御審議のほど、

よろしくお願いいたします。 

○委員長（谷口 徹君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（谷口 徹君） なければ、意見をお

願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（谷口 徹君） 意見もないようです

ので、これより採決いたします。 
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 議案第９９号・令和６年度八代市久連子財産

区特別会計歳入歳出決算については、これを認

定するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（谷口 徹君） 挙手全員と認め、本

決算は認定することに決しました。 

                              

◎議案第１００号・令和６年度八代市椎原財産

区特別会計歳入歳出決算 

○委員長（谷口 徹君） 次に、議案第１００

号・令和６年度八代市椎原財産区特別会計歳入

歳出決算について、農林水産部から説明をお願

いします。 

○水産林務課長（福浦亮二君） 引き続き、よ

ろしくお願いいたします。 

 議案第１００号・令和６年度八代市椎原財産

区特別会計歳入歳出決算につきまして、令和６

年度における主要な施策の成果に関する調書

（その２）及び、財産に関する調書を用いまし

て御説明させていただきます。 

 着座にて説明させていただきます。 

○委員長（谷口 徹君） どうぞ。 

○水産林務課長（福浦亮二君） それでは、資

料の令和６年度における主要な施策の成果に関

する調書（その２）の１６２ページをお願いい

たします。 

 事務事業名、椎原財産区一般管理事業でござ

います。 

 内容は、椎原財産区の所有林と基金の管理及

び運用を行うもので、決算額７万６０００円の

うち主な支出は、椎原財産区管理会の開催に係

る委員報酬の２万９０００円、需用費として地

区内にあります防犯灯１７基分の電気代３万９

０００円と、積立金としまして基金の預金利子

８０００円を積み立てたものでございます。 

 次に、今後の方向性は、分収契約を結んでい

る林分については、契約相手方の森林管理署等

と今後の伐採計画等について協議を行い、適切

に管理していく必要があるとしており、伐採時

期が来ている林分について、財産区管理会の中

で財産処分等について検討を行い、森林管理署

や熊本県林業公社と協議をしてまいりたいと考

えております。 

 財産に関する調書の１０ページをお願いいた

します。 

 下段の、２、基金の欄の右側に記載のとおり、

基金の決算年度末現在高が３４６万４０００円

となっておりますが、備考欄のとおり、出納整

理期間中に８０００円の債権と６万８０００円

の債務の処理を行っており、現在の基金残高は

３４０万４０００円となっております。 

 以上が、令和６年度椎原財産区特別会計歳入

歳出決算の説明でございます。御審議のほどよ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（谷口 徹君） それでは質疑を行い

ます。 

 質疑はありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（谷口 徹君） 質疑、ないようです。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（谷口 徹君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１００号・令和６年度八代市椎原財産

区特別会計歳入歳出決算については、これを認

定するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（谷口 徹君） 挙手全員と認め、本

決算は認定することに決しました。 

 執行部の方は御退出ください。 

（執行部 退室） 

○委員長（谷口 徹君） 以上で、付託されま

した案件の審査は全部終了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、こ
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れに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（谷口 徹君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 以上で本日の委員会の日程は全部終了いたし

ました。 

 これをもちまして、経済企業委員会を散会い

たします。 

（午後１時３０分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    令和７年１１月６日 

経済企業委員会 

委 員 長 
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